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◆◇◆ ポイント演習１ ◆◇◆ （P2）

（1）ア （2）エ

（1）1A （2）300mA （3）35mA

（1）2V （2）8V （3）60V

（1）ア…電流計、a イ…電圧計、d

（2）ア…電圧計、b イ…電流計、c

（3）ア…電圧計、b イ…電流計、d

（4）ア…電流計、b イ…電圧計、c

（1）2.4 （2）4.8 （3）1.2 （4）4.8 （5）4

（6）0.25 （7）800 （8）80 （9）30

（10）5 （11）600 （1 2）25

1

2

3

4

1

ポイント33 （1）①4A ②400mA ③40mA

（2）①2.4V ②12V ③240V

（3）ア…電圧計、a イ…電流計、d

（3） アは電球の両端をはさむように接続してい

る（並列）ので、電球にかかる電圧をはかる計

器であり、電池の＋極から流れ出た電流が入っ

てくるaが+端子である。また、イは電球を流れ

る電流が枝分かれせずに流れてくる（直列）の

で、電球を流れる電流をはかる計器であり、電

池の＋極から流れ出た電流が入ってくるdが+

端子である。

ア

a

b

イ
dc電

流
電
流

ポイント34 （1）8 （2）4 （3）8

（1） 4（Ω）×2（A）＝8（V）

（2） 40（V）÷10（Ω）＝4（A）

（3） 16（V）÷2（A）＝8（Ω）

（3）（4）（11）（12） 電流の「mA」は「A」になお

してから計算する。1Aは1000mAである。

電流計ははかりたい部分に対して直列に、電

圧計ははかりたい部分に対して並列につなぐ。

（1）5Ω （2）4A （3）8V （4）12V

（1）4A （2）12V （3）20V

（1）500mA （2）6V （3）4V

1

2

3

（1） 2（Ω）＋3（Ω）＝5（Ω）

（2） 電池の部分でオームの法則を使う。

20（V）÷5（Ω）＝4（A）

（3） 2（Ω）×4（A）＝8（V）

（4） 3（Ω）×4（A）＝12（V）

ポイント35 （1）6Ω （2）3A （3）12V （4）6V

次の図のように、各抵抗と電池の部分で、抵抗

（電池の部分は回路全体の抵抗）・電流・電圧を

考える。このとき、各部分では「抵抗×電流＝電圧

(オームの法則)」が成立する。また、直列回路な

ので、各部分を流れる電流の大きさは同じで、各

抵抗の部分の抵抗の大きさの和と電圧の大きさ

の和は、それぞれ電池の部分の抵抗（回路全体

の抵抗）と電圧の大きさに等しい。

（1） 4（Ω）＋2（Ω）＝6（Ω）

（2） 電池の部分でオームの法則を使う。

18（V）÷6（Ω）＝3（A）

（3） 4（Ω）×3（A）＝12（V）

（4） 2（Ω）×3（A）＝6（V）

4Ω
(2) A

(3) V

2Ω
(2) A

(4) V

(1) Ω
(2) A

18V

A

（1） 回路全体の抵抗は、

3（Ω）＋5（Ω）＝8（Ω）

電池の部分でオームの法則を使う。

32（V）÷8（Ω）＝4（A）

（2） 3（Ω）×4（A）＝12（V）

（3） 5（Ω）×4（A）＝20（V）

（1） 回路全体の抵抗は、

12（Ω）＋8（Ω）＝20（Ω）

電池の部分でオームの法則を使う。

10（V）÷20（Ω）＝0.5（A）
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（1）6V （2）8V （3）4Ω

（1）10V （2）4V （3）2Ω

（1）8V （2）4V （3）10Ω

（1）12V （2）2A （3）4Ω （4）10Ω

4

5

6

7

（1） 3（Ω）×2（A）＝6（V）

（2） 各抵抗にかかる電圧の大きさの和は電池

の電圧の大きさに等しいので、

14（V）－6（V）＝8（V）

（3） 8（V）÷2（A）＝4（Ω）

3Ω
2A

(1) V

(3) Ω
2A

(2) V

Ω
2A

14V

A

（2） 12（Ω）×0.5（A）＝6（V）

（3） 8（Ω）×0.5（A）＝4（V）

（1） 5（Ω）×2（A）＝10（V）

（2） 各抵抗にかかる電圧の大きさの和は電池

の電圧の大きさに等しいので、

14（V）－10（V）＝4（V）

（3） 4（V）÷2（A）＝2（Ω）

（1） 20（Ω）×0.4（A）＝8（V）

（2） 各抵抗にかかる電圧の大きさの和は電池

の電圧の大きさに等しいので、

12（V）－8（V）＝4（V）

（3） 4（V）÷0.4（A）＝10（Ω）

（1） 各抵抗にかかる電圧の大きさの和は電池

の電圧の大きさに等しいので、

20（V）－8（V）＝12（V）

（2） 12（V）÷6（Ω）＝2（A）

（3） 8（V）÷2（A）＝4（Ω）

6Ω

(2) A

(1) V

(3) Ω

(2) A

8 V

(4) Ω

( 2) A

20V

A

（1）9V （2）300mA （3）20Ω （4）50Ω

（1）24V （2）2A （3）6Ω （4）18Ω

（1）3Ω （2）10V （3）5Ω

8

9

10

（1） 各抵抗にかかる電圧の大きさの和は電池

の電圧の大きさに等しいので、

15（V）－6（V）＝9（V）

（2） 9（V）÷30（Ω）＝0.3（A）

（3） 6（V）÷0.3（A）＝20（Ω）

（4） 各抵抗の部分の抵抗の大きさの和が回路

全体の抵抗になるので、

30（Ω）＋20（Ω）＝50（Ω）

または、電池の部分でオームの法則を使う。

15（V）÷0.3（A）＝50（Ω）

（1） 6（V）÷2（A）＝3（Ω）

（2） 各抵抗にかかる電圧の大きさの和は電池

の電圧の大きさに等しいので、

16（V）－6（V）＝10（V）

（3） 10（V）÷2（A）＝5（Ω）

( 1) Ω

2A

6V

(3) Ω

2A

(2) V

Ω

2A

16V

A

（4） 各抵抗の部分の抵抗の大きさの和が回路

全体の抵抗になるので、

6（Ω）＋4（Ω）＝10（Ω）

または、電池の部分でオームの法則を使う。

20（V）÷2（A）＝10（Ω）

（1） 各抵抗にかかる電圧の大きさの和は、電池

の電圧の大きさに等しいので、

36（V）－12（V）＝24（V）

（2） 24（V）÷12（Ω）＝2（A）

（3） 12（V）÷2（A）＝6（Ω）

（4） 各抵抗の部分の抵抗の大きさの和が回路

全体の抵抗になるので、

12（Ω）＋6（Ω）＝18（Ω）

または、電池の部分でオームの法則を使う。

36（V）÷2（A）＝18（Ω）
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（1）2Ω （2）12V （3）4Ω

（1）50Ω （2）8V （3）100Ω

（1）3A （2）60V （3）150V

（1）30Ω （2）250mA （3）3V （4）7.5V

11

12

13

14

ポイント36 （1）6V （2）2A （3）1A （4）3A

（5）2Ω

（1） 並列回路では、各抵抗

にかかる電圧の大きさと電

池の電圧の大きさはすべて

等しい。

（2） 6（V）÷3（Ω）＝2（A）

（3） 6（V）÷6（Ω）＝1（A）

（4） 各抵抗を流れる電流の

大きさの和は電池を流れる

電流の大きさに等しいので、

2（A）＋1（A）＝3（A）

（5） 電池の部分でオームの法則を使う。

3Ω
(2) A

6V

6Ω
(3) A
6V

(5) Ω
(4) A

6V

A

（1） 6（V）÷3（A）＝2（Ω）

（2） 18（V）－6（V）＝12（V）

（3） 12（V）÷3（A）＝4（Ω）

（1） 4（V）÷0.08（A）＝50（Ω）

（2） 12（V）－4（V）＝8（V）

（3） 8（V）÷0.08（A）＝100（Ω）

（1） 90（V）÷30（Ω）＝3（A）

（2） 20（Ω）×3（A）＝60（V）

（3） 各抵抗にかかる電圧の大きさの和は電池

の電圧の大きさに等しいので、

60（V）＋90（V）＝150（V）

20Ω

(1) A

(2) V

30Ω

(1) A

90V

Ω

( 1) A

(3) V

A

（1） 12（Ω）＋18（Ω）＝30（Ω）

（2） 4.5（V）÷18（Ω）＝0.25（A）

（3） 12（Ω）×0.25（A）＝3（V）

（4） 3（V）＋4.5（V）＝7.5（V）

（1）12V （2）6A （3）4A （4）10A

（5）1.2Ω

（1）3V （2）0.5A （3）1.5A （4）2A

（5）1.5Ω

（1）18V （2）450mA （3）300mA

（4）0.75A （5）24Ω

（1）1A （2）1A （3）6Ω （4）3Ω

（1）2A （2）3A （3）20Ω （4）12Ω

1

2

3

4

5

6（V）÷3（A）＝2（Ω）

（2） 12（V）÷2（Ω）＝6（A）

（3） 12（V）÷3（Ω）＝4（A）

（4） 6（A）＋4（A）＝10（A）

（5） 電池の部分でオームの法則を使う。

12（V）÷10（A）＝1.2（Ω）

（1） 6（V）÷6（Ω）＝1（A）

（2） 各抵抗を流れる電流の

大きさの和は電池を流れる

電流の大きさに等しいので、

2（A）－1（A）＝1（A）

（3） 6（V）÷1（A）＝6（Ω）

（4） 電池の部分でオームの

法則を使う。

6（V）÷2（A）＝3（Ω）

6Ω
(1) A

6V

(3) Ω
(2) A

6V

(4) Ω
2A
6V

A

（2） 3（V）÷6（Ω）＝0.5（A）

（3） 3（V）÷2（Ω）＝1.5（A）

（4） 0.5（A）＋1.5（A）＝2（A）

（5） 電池の部分でオームの法則を使う。

3（V）÷2（A）＝1.5（Ω）

（2） 18（V）÷40（Ω）＝0.45（A）

（3） 18（V）÷60（Ω）＝0.3（A）

（4） 0.45（A）＋0.3（A）＝0.75（A）

（5） 18（V）÷0.75（A）＝24（Ω）

（1） 60（V）÷30（Ω）＝2（A）

（2） 5（A）－2（A）＝3（A）

（3） 60（V）÷3（A）＝20（Ω）

（4） 60（V）÷5（A）＝12（Ω）
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（1）50mA （2）200mA （3）20Ω

（4）16Ω

（1）3V （2）2.5A （3）1.2Ω

（1）40V （2）2.5A （3）16Ω

（1）12V （2）1A （3）12Ω

6

7

8

9

（1） 4（V）÷80（Ω）＝0.05（A）

（2） 250（mA）－50（mA）＝200（mA）

（3） 4（V）÷0.2（A）＝20（Ω）

（4） 4（V）÷0.25（A）＝16（Ω）

（1） 2Ωの抵抗にかかる電

圧の大きさは、

2（Ω）×1.5（A）＝3（V）

並列回路では、電圧の大き

さは、どこも等しい。

（2） 3Ωの抵抗を流れる電

流の大きさは、

3（V）÷3（Ω）＝1（A）

各抵抗を流れる電流の大き

さの和は電池を流れる電流

の大きさに等しいので、

1.5（A）＋1（A）＝2.5（A）

（3） 電池の部分でオームの法則を使う。

3（V）÷2.5（A）＝1.2（Ω）

2Ω
1.5A

(1) V

3Ω
A

(1) V

(3) Ω
(2) A
(1) V

A

（1） 80（Ω）×0.5（A）＝40（V）

（2） 20Ωの抵抗を流れる電流の大きさは、

40（V）÷20（Ω）＝2（A）

各抵抗を流れる電流の大きさの和は電池を流

れる電流の大きさに等しいので、

0.5（A）＋2（A）＝2.5（A）

（3） 電池の部分でオームの法則を使う。

40（V）÷2.5（A）＝16（Ω）

（1） 30（Ω）×0.4（A）＝12（V）

（2） 20Ωの抵抗を流れる電流の大きさは、

12（V）÷20（Ω）＝0.6（A）

各抵抗を流れる電流の大きさの和は電池を流

れる電流の大きさに等しいので、

0.4（A）＋0.6（A）＝1（A）

（3） 電池の部分でオームの法則を使う。

12（V）÷1（A）＝12（Ω）

（1）3.0A （2）30Ω （3）15Ω

（1）1.5A （2）3.6Ω （3）2.4Ω

（1）1A （2）6V （3）3Ω

（1）0.6A （2）12V （3）30Ω

◇◆◇ 実戦演習1 ◇◆◇ （P11）

ウ

（1）0.1A （2）エ （3）25：6

10

11

12

13

（1） 各抵抗を流れる電流の

大きさの和は電池を流れる

電流の大きさに等しいので、

4.5（A）－1.5（A）
＝3.0（A）

（2） 45（V）÷1.5（A）
＝30（Ω）

（3） 45（V）÷3.0（A）
＝15（Ω）

(2) Ω
1.5A

45V

(3) Ω
(1) A
45V

Ω
4.5A

45V

A

（1） 2.5（A）－1（A）＝1.5（A）

（2） 3.6（V）÷1（A）＝3.6（Ω）

（3） 3.6（V）÷1.5（A）＝2.4（Ω）

（1） 1（A）－0.4（A）＝0.6（A）

（2） 20（Ω）×0.6（A）＝12（V）

（3） 12（V）÷0.4（A）＝30（Ω）

（1） 各抵抗を流れる電流の

大きさの和は電池を流れる

電流の大きさに等しいので、

3（A）－2（A）＝1（A）

（2） 6（Ω）×1（A）＝6（V）

（3） 6（V）÷2（A）＝3（Ω）

(3) Ω
2A

(2) V

6Ω
(1) A
(2) V

Ω
3A

(2) V

A

1

2

（2） 電源装置の記号は、線が長い

方が＋極である。

（3） 図2の回路全体の抵抗の大き

さは、

30（Ω）＋20（Ω）＝50（Ω）

＋極－極
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（1）5V （2）8Ω

（1）ア （2）エ

3

（2） S1とS3を入れ、S2を切ると、下図のよう

に、40Ωと10Ωの並列回路になる。ここで、40

Ωの電熱線に1Aの電流が流れたと仮定する

と、電源の電圧は40Vである。さらに、10Ωの

電熱線に流れる電流が4Aになるので、電源を

流れる電流は5Aになる。よって、並列回路全体

の抵抗は、

40（V）÷5（A）＝8（Ω）

10Ω20ΩS2

S3

40ΩS1

4

（1） 回路全体の抵抗は、

3（V）÷1.5（A）＝2（Ω）

よって、抵抗器Yだけに電流が流れていること

になる。

（2） 電流計の示す値を０ではない最も小さな値

にするには、回路全体の抵抗をできるだけ大き

くすればよい。よって、抵抗器Xと抵抗器Yを直

列につなげばよい。

また、図3で、抵抗器Pを流れる電流は、

3.0（V）÷30（Ω）＝0.1（A）

同様に、抵抗器Qを流れる電流は、

3.0（V）÷20（Ω）＝0.15（A）

よって、図3の電源を流れる電流は0.25Aなの

で、回路全体の抵抗の大きさは、

3.0（V）÷0.25（A）＝12（Ω）

よって、

R2 ：R3＝50（Ω）：12（Ω）

＝25：6

【発展的学習】

抵抗が2つある並列回路の全体の抵抗は、

で求めることができる。
各抵抗の大きさの積
各抵抗の大きさの和

R2R1 R＝
R1×R2

R1＋R2

記号…エ 抵抗…5Ω

b

（1）①イ ②ア （2）150Ω （3）イ

（1）1.50A （2）エ （3）3Ω

（4）①9V ②2V

5

電流を強くするには、抵抗を小さくすればよい。

そして、2つの抵抗器を使って抵抗を小さくするに

は、2つの抵抗器を並列につなげばよい。よって、

10Ωの抵抗器2つを並列につないだエが、最も

抵抗が小さい。ここで、ab間にエの抵抗器の組み

合わせをつなぎ、電源装置の電圧を10Vにしたと

仮定すると、1本の抵抗器Aに流れる電流は、1A

になる。よって、電源装置を流れる電流は2Aにな

るので、回路全体の合成抵抗は、

10（V）÷2（A）＝5（Ω）

6

大きな電流を流すためには、抵抗を小さくすれ

ばよいので、2つの抵抗を並列につないだ図1に

なる。さらに、図1では、2つの抵抗それぞれに流

れた電流がbに流れるため、aに流れる電流よりも

bに流れる電流の方が大きい。

7

（3） 図1は電熱線Pだけなので、回路全体の抵

抗は150Ωである。図3は150Ωの電熱線P

と、100Ωの電熱線Qが直列につながっている

ので、回路全体の抵抗は250Ωである。また、

図3のように2つの抵抗を並列につないだとき、

回路全体の抵抗は、各抵抗の大きさより小さく

なる（図4は60Ω）。抵抗が大きいほど、電流

計が示す値は小さくなるので、図3の電流計が

示す値（y）が最も小さく、図4の電流計が示す

値（z）が最も大きい。

8

（4）② 図5の回路で、電源の電圧を3Vと仮定

すると、図2より、電熱線Xと電熱線Yに流れる

電流はそれぞれ1.0A、0.5Aである。よって、電

源を流れる電流は1.5Aになるので、回路全体

の抵抗は、

3（V）÷1.5（A）＝2（Ω）

よって、回路を流れる電流が1Aのときの電圧

は、

2（Ω）×1（A）＝2（V）
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（1）

◆◇◆ ポイント演習２ ◆◇◆ （P16）

（1）2W （2）12W

ポイント37 （1）4W

（2）①B ②0.4A ③18000 J

（3）①1.6W ②960J ③イ ④イ

（1） 1（A）×4（V）＝4（W）

（2）② 40（W）÷100（V）＝0.4（A）

③ 60（W）×300（秒）＝18000（J）

（3）① 電熱線Cに流れる電流は、

2.0（V）÷2.5（Ω）＝0.8（A）

よって、消費電力は、

0.8（A）×2.0（V）＝1.6（W）

② 1.6（W）×600（秒）＝960（J）

③④ 抵抗が大きいと、電流は流れにくくな

るため、電熱線で消費される電力は小さく

なり、発熱量も小さくなる。

1

9

図3より、AB間の抵抗は20Ω、AC間の抵抗は

50Ω、BD間の抵抗は60Ωである。装置には10

Ω、20Ω、40Ωの電熱線があるので、AC間には

10Ωと40Ωの電熱線が直列につながれており、

BD間には20Ωと40Ωの電熱線が直列につな

がれていることになる。

10

表より、PR間の抵抗は30Ω、PS間の抵抗は

20Ω、RS間の抵抗は10Ωである。ここで、PR間

の抵抗30Ωは、PS間の抵抗20ΩとRS間の抵

抗10Ωの直列つなぎによる合成抵抗と考えられ

る。

A B

D C

10Ω

40Ω

20Ω

Q

P

R

S
X

Y

（2）抵抗器X…イ

抵抗器Y…ア

（3）①10A ②10Ω ③300000 J

（1）1900W （2）540000J

（1）0.8A （2）125Ω （3）20W

（1）12.0W （2）3600 J

（3）①ア ②ア ③ア ④イ

◇◆◇ 実戦演習２ ◇◆◇ （P18）

（1）50mA （2）0.75W1

2

3

4

（1） 0.2（A）×10（V）＝2（W）

（2） 電球に流れる電流は、

6（V）÷3（Ω）＝2（A）

よって、消費電力は、

2（A）×6（V）＝12（W）

（3）① 1000（W）÷100（V）＝10（A）

② 100（V）÷10（A）＝10（Ω）

③ 1000（W）×300（秒）＝300000（J）

（2） 900（W）×600（秒）＝540000（J）

（1） 80（W）÷100（V）＝0.8（A）

（2） 100（V）÷0.8（A）＝125（Ω）

（3） 125Ωの電球を50Vの電源につないだと

きに流れる電流は、

50（V）÷125（Ω）＝0.4（A）

よって、消費電力は、

0.4（A）×50（V）＝20（W）

（1） 3.0（V）÷60（Ω）＝0.05（A）

（2） 図1の抵抗器bに流れる電流は（1）で求め

た0.05Aなので、かかる電圧は、

12（Ω）×0.05（A）＝0.6（V）

また、図2の抵抗器a、bにかかる電圧はどちら

も3.0Vなので、それぞれの抵抗器を流れる電

流は、0.05A、0.25Aである。よって、消費する

電力が最も大きい抵抗器は、かかる電圧が大

きく、流れる電流が大きい図2の抵抗器bで、そ

（1） 電熱線Aに流れる電流は、

6.0（V）÷3.0（Ω）＝2.0（A）

よって、消費電力は、

2.0（A）×6.0（V）＝12.0（W）

（2） 12.0（W）×300（秒）＝3600（J）

見本
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（1）20Ω （2）電圧…3.0V 電流…250mA

（3）ア

（1）10Ω （2）375 （3）7：6 （4）0.7W

（5）①ウ

②小さくなるので、大きな電流が流れる

（1）①ウ ②イ （2）15Ω （3）イ、ウ

2

（3） 【実験3】のように抵抗器を並列につなぐ

と、それぞれの抵抗器に同じ大きさの電圧がか

かるので、抵抗が小さい抵抗器Xには抵抗器Y

よりも大きな電流が流れ、消費する電力も大き

くなる。また、【実験4】のように抵抗器を直列に

つなぐと、それぞれの抵抗器にかかる電圧は

【実験3】よりも小さくなり、流れる電流も小さく

なるので、消費する電力も小さくなる。

3

（3） XY間に電熱線bをつないで電圧を1.0Vに

したとき、流れる電流は、表より250mAである。

電熱線aの抵抗は10Ωなので、電熱線aにか

かる電圧は、

10（Ω）×0.25（A）＝2.5（V）

よって、このときの電源装置の電圧は、

1.0（V）＋2.5（V）＝3.5（V）

また、XY間に電熱線cをつないで電圧を1.0V

にしたとき、流れる電流は、表より200mAであ

る。電熱線aの抵抗は10Ωなので、電熱線aに

かかる電圧は、

10（Ω）×0.20（A）＝2.0（V）

よって、このときの電源装置の電圧は、

1.0（V）＋2.0（V）＝3.0（V）

よって、求める比は、

3.5（V）：3.0（V）＝7：6

（4） 0.35（A）×2.0（V）＝0.7（W）

4

（1）② Ⅲの回路全体に流れる電流は、Ⅰ、Ⅱの

回路全体に流れる電流より大きいので、Ⅲ

の回路全体の抵抗は、Ⅰ、Ⅱの回路全体の

抵抗より小さい。

（3） 許容電流が15Aの延長コードに、100Vの

電圧を加えるので、許容される電力は、

の大きさは、

0.25（A）×3.0（V）＝0.75（W）

（1）ア、カ （2）P→Q→S→R

エ→ア→イ→ウ

（1）4Ω （2）①比例 ②大き （3）15℃

（4）①16W ②2分後

15（A）×100（V）＝1500（W）

よって、消費電力の合計が1500Ｗ以内である

組み合わせを選ぶ。

7

6

ア、イ…電熱線Aは電熱線Bよりも水の温度上昇

が大きいので、電熱線Aで消費される電力

は電熱線Bで消費される電力よりも大きい。

ウ…電熱線Aと電熱線Bを直列に接続すると、回

路全体の抵抗は電熱線A、Bそれぞれの抵

抗より大きくなるので、流れる電流は小さく

なり、消費される電力は電熱線A、Bそれぞれ

よりも小さくなる。

エ…電熱線Aと電熱線Bを並列に接続すると、回

路全体の抵抗は電熱線A、Bそれぞれの抵

抗より小さくなるので、流れる電流は大きく

なり、消費される電力は電熱線A、Bそれぞれ

よりも大きくなる。

5

（2） 消費する電力が大きい電熱線ほど、発熱

量は大きい。

P…電熱線aを流れる電流は、

6.0（V）÷2.0（Ω）＝3（A）

よって、電熱線aで消費する電力は、

3（A）×6.0（V）＝18.0（W）

Q…P同様に、電熱線bで消費する電力は、

6.0（V）÷4.0（Ω）＝1.5（A）

1.5（A）×6.0（V）＝9.0（W）

R…回路を流れる電流は、

6.0（V）÷（2.0＋4.0）（Ω）＝1（A）

よって、電熱線aにかかる電圧は、

1（A）×2.0（Ω）＝2.0（V）

よって、電熱線aで消費する電力は、

1（A）×2.0（V）＝2.0（W）

S…R同様に、電熱線bで消費する電力は、

1（A）×4.0（Ω）＝4.0（V）

1（A）×4.0（V）＝4.0（W）

（1） 電熱線Aに流れる電流の大きさは、

見本



- 9 -

（1）エ （2）18.0V （3）0.67倍8

（1） 電圧を2倍にすると電流も2倍になるので、

電熱線で消費する電力は4倍になる。そのた

め、同じ時間内の発熱量も4倍になる。図2よ

り、0分から4分までの4分間で水温は1℃上昇

しているので、4分から8分までの4分間では、

水温は4℃上昇する。

（2） スイッチS1を切ってスイッチS2を入れると、

3つの電熱線の直列回路になる。図3のカップ

Aの水の上昇温度は、0分から4分までと4分

から8分まではどちらも同じ1℃なので、カップ

Aの電熱線にかかる電圧は、4分以降も4分ま

4（W）÷4（V）＝1（A）

よって、電熱線Aの抵抗値は、

4（V）÷1（A）＝4（Ω）

（3） 図2より、消費する電力が4Wの電熱線Aに

2分間電流を流すと、水の上昇温度は0.5℃で

ある。よって、24Wの電熱線Dに10分間電流を

流したときの水の上昇温度は、消費する電力

で6倍、電流を流す時間で5倍になるので、

0.5（℃）×6×5＝15（℃）

（4）① （1）より、電熱線Aの抵抗値は4Ωなの

で、電圧を8Vに変えたときに電熱線Aに流

れる電流の大きさは、

8（V）÷4（Ω）＝2（A）

よって、電熱線Aの電力は、

2（A）×8（V）＝16（W）

② 消費する電力が4Wの電熱線Aに1分間

電流を流すと、水の上昇温度は0.25℃な

ので、電圧を変えたのがx分後とすると、x

分間の水の上昇温度は、0.25x（℃）にな

る。また、電圧を8Vに変えて16Wになった

電熱線Aに1分間電流を流したときの水の

上昇温度は、消費する電力で4倍になるの

で、

0.25（℃）×4＝1（℃）

よって、電圧を変えた後の残り（8－x）分間

の水の上昇温度は、（8－x）（℃）になる。し

たがって、

0.25x（℃）＋（8－x）（℃）＝6.5（℃）

x＝2（分）

（1）①a、c、d ②1620J ③6Ω （2）カ

（3）500秒

9

（1）② 1.5（A）×6（V）×180（秒）
＝1620（J）

③ 電熱線Xと電熱線Zが並列につながれて

いるので、どちらの電熱線にも6Vの電圧が

かかっている。12Ωの電熱線Xに流れる電

流は、

6（V）÷12（Ω）＝0.5（A）

回路を流れる電流は1.5Aなので、電熱線

Zにに流れる電流は、

1.5（A）－0.5（A）＝1.0（A）

よって、電熱線Zの抵抗の大きさは、

6（V）÷1.0（A）＝6（Ω）

（2） より短い時間で水温を上昇させるには、電

熱線で消費する電力を大きくすればよい。いず

れの場合も電圧計の示す値が6Vになるように

電源の電圧を設定するので、電力を大きくする

には、抵抗を小さくして、回路に流れる電流を

大きくすればよい。よって、抵抗の小さい電熱線

Y2本を並列につないだものが、抵抗が最も小

さくなる。

でと同じ6.0Vになっている。直列回路では回

路を流れる電流はどこも同じであり、3つの電

熱線の抵抗値は等しいことから、カップBの2つ

の電熱線にかかる電圧も、それぞれ6.0Vにな

っている。よって、電源装置の電圧は、

6.0（V）×3＝18.0（V）

（3） 3つの電熱線にかかる電圧と流れる電流

がすべて同じなので、各電熱線で消費する電

力も同じであり、発熱量も同じである。したがっ

て、カップB内の発熱量は、カップA内の発熱量

の2倍になる。仮に、カップBに入っている水の

質量がカップAに入っている水の質量と同じだ

とすると、4分から8分までのカップBの水温の

上昇は、

1（℃）×2＝2（℃）

【実験2】では、4分から8分までのカップBの

水温の上昇は、図3より、3℃（2℃の 倍）な

ので、カップBの水の質量は、カップAの水の質

量の 倍にすればよい。

3
2

2
3

見本
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（1）ウ （2）エ （3）①ア ②イ

◆◇◆ ポイント演習３ ◆◇◆ （P26）

ポイント38 （1）a （2）b

（1）（2） 2種類の物質をこすり合わせると、一方

の物質から他方の物質に電子が移動するた

め、たがいに異なる静電気をもつ。そのため、図

2では同じ静電気どうしなので反発しあい、図

3では異なる静電気どうしなので引き合う。

10

（1） 図2より、水の上昇温度を4.0℃にするのに

かかる時間は、電熱線Bでは60秒、電熱線C

では100秒である。よって、

100（秒）÷60（秒）＝1.66…（秒）

（2） 図2より、電熱線Aに100秒間電流を流す

と水の上昇温度は10.0℃なので、150秒間で

は15.0℃になる。同様に、電熱線Bでは10.0

℃、電熱線Cでは6.0℃になる。20.0℃の水を

45.0℃にするためには、水の上昇温度を25.0

℃にする必要があるが、2つの電熱線を直列に

つなぐと、回路全体の抵抗が大きくなるため、

流れる電流が小さくなり、消費する電力も小さ

くなるため、水の上昇温度は小さくなる。一方、

電熱線を並列につなぐと、それぞれの電熱線に

電源と同じ大きさの電圧がかかるため、それぞ

れの電熱線で消費される電力は、電熱線が1

つのときと同じである。よって、AとBを並列につ

ないだときの水の上昇温度は、

15.0（℃）＋10.0（℃）＝25.0（℃）

同様に、BとCを並列につなぐと16.0℃、AとC

を並列につなぐと21.0℃上昇する。

（3） 電気ポットが消費する電力1000Wのうち、

水温の上昇に使われるのは90％なので、水温

の上昇に使われる電力は、

1000（W）×0.9＝900（W）

よって、水に加える熱エネルギー（電力量）を

450000Jにするのにかかる時間をx秒とする

と、

900（W）×x（秒）＝450000（J）

x（秒）＝500（秒）

（1）ア （2）静電気 （3）①－ ②－ ③＋

①－ ②＋

①－ ②－

ウ

◇◆◇ 実戦演習３ ◇◆◇ （P28）

（1）静電気

（2）電気…同種

理由…どちらもアクリルパイプと引き合ったか

ら。

（1）ウ （2）①イ ②ア ③エ

イ

ア

①イ ②電子 ③イ

（1）①放射線 ②放射能

（2）X線には物質を透過する性質があるので、傷

つけることなく、内部を調べることができる点。

1

1

ポイント39 ①電子 記号…イ

2

3

1

自然界には様々な放射性物質が存在し、地中

や空気中、食べ物などからも出ている。また、宇宙

からも放射線は降り注いでいる。

2

（1） 発泡スチロール球Aをこすった後のナイロン

の布は＋の電気を帯びていたので、発泡スチロ

ール球Aは－の電気を帯びている。また、発泡ス

チロール球AとBは引き合っているので、発泡ス

チロール球Bは＋の電気を帯びている。

3

静電気を帯びたプラスチックの下じきをネオン

管に触れさせると、下じきにたまっていた静電気

がネオン管に流れ、ネオン管が光るが、たまってい

た静電気がなくなると、ネオン管は光らなくなる。

4

蛍光板に見えた光るすじには、－極から＋極に

向かって電子が流れている。電子は－の電気を帯

びているので、電極板AとBの間に電圧を加える

と、＋極である電極板Aの方に引かれる。

5

6
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◆◇◆ ポイント演習４ ◆◇◆ （P30）

①オ ②エ ③ア ④カ ⑤オ ⑥ア

（1）磁界 （2）磁界の向き （3）磁力線

（4）S極 （5）ウ

（1）①ア ②イ ③ウ ④エ （2）エ

1

2

1

右図のような磁界が

できる。

電流

ポイント40 ①エ ②イ ③エ ④イ

棒磁石の磁界は

右図のようになって

いる。

ポイント41 （1）①ウ ②エ ③ア ④イ （2）ウ

（3）図2…イ 図3…エ

（4）図2…ウ 図3…エ

（1） 右図のような磁

界ができる。

（2） （1）より、④の電

流による磁界の向き

は西向きであるが、

方位磁針のN極はも

ともと北を向いているので、導線に電流を流す

と、北から西の方へ振れる。

（3） 図2と図3には下図のような磁界ができる。

したがって、図2では西向き、図3では東向きの

磁界になる。

（4） 方位磁針のN極はもともと北を向いている

ので、導線に電流を流すと、図2では北から西

の方へ、図3では北から東の方へ振れる。

N

電流

図2 図3

N

電流

電流

（1）図1…エ 図2…イ

（2）図1…エ 図2…ウ

（1）東 （2）西

（1）①西 ②東 （2）①東 ②西

①エ ②イ ③エ ④イ ⑤エ

2

3

4

1

図1と図2には下図のような磁界ができる。

図1 図2

N

電流

N

電流

（1） 下図のような磁界ができる。

電流

北南

東

西

電流

ポイント42 ①イ ②エ ③イ ④エ ⑤イ

下図のような磁界ができる。

電流

（1） 右図のような磁界

ができる。

電流

見本
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①ア ②ウ ③ア ④ウ

①ア ②エ ③ウ ④ウ ⑤ウ ⑥ア ⑦イ

ア

2

3

4

アでは左右のコイルはそれぞれS極、N極が向

き合っているので、たがいに引き合う。イではS極

どうしが向き合っているので反発し合う。

イア

ポイント43 （1）ア （2）イ （3）イ

（1） 電流による磁界と磁石の磁界が重なり合う

と、導線は磁界を強め合う方から弱め合う方に

力を受ける。次の図のように、導線の右奥側で

は2つの磁界が同じ向きになっているので強め

合っており、左手前側では2つの磁界が逆向き

になっているので弱め合っている。したがって、

導線は左手前側へ動く。

電流

電流による
磁界の向き

磁石による
磁界の向き

電流による
磁界の向き

磁石による
磁界の向き

電流

電流

（1）イ （2）ア （3）イ

（1）イ （2）ア （3）ア （4）イ

1

2

（1） 導線の左奥側では2つの磁界は強め合っ

また、右図の

ように、左手の親

指、人さし指、中

指をたがいに直

角に向け、中指を電流の向き、人さし指を磁石

の磁界の向きに向けるとき、親指のさす向きに

導線が動く（フレミングの左手の法則）。

電流

（1） 導線の右奥側では2つの磁界は弱め合っ

ており、左手前側では2つの磁界は強め合って

いるので、導線は右奥側へ動く。

（2） 導線の右奥側では2つの磁界は強め合っ

ており、左手前側では2つの磁界は弱め合って

いるので、導線は左手前側へ動く。

（3） 導線の右奥側では2つの磁界は弱め合っ

ており、左手前側では2つの磁界は強め合って

いるので、導線は右奥側へ動く。

電流

電流による
磁界の向き

磁石による
磁界の向き

電流による
磁界の向き

磁石による
磁界の向き

電流

電流による
磁界の向き

磁石による
磁界の向き

電流による
磁界の向き

磁石による
磁界の向き

電流

電流による
磁界の向き

磁石による
磁界の向き

電流による
磁界の向き

磁石による
磁界の向き

見本
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（1）イ （2）ア

（1）下向き （2）ア （3）上向き

3

4

（1） 電流はアルミニウムパイプを奥から手前へ

流れている。そのため、アルミニウムパイプの右

側では2つの磁界は弱め合っており、左側では

2つの磁界は強め合っているので、アルミニウ

ムパイプは右側へ動く。

電流

電流による
磁界の向き

磁石による
磁界の向き

電流による
磁界の向き

磁石による
磁界の向き

ており、右手前側では2つの磁界は弱め合って

いるので、導線は右手前側へ動く。

電流電流による
磁界の向き磁石による

磁界の向き

電流による
磁界の向き

磁石による
磁界の向き

（1） 電流はAからBへ流れている。次の図のよう

にして磁界を調べてみると、ABの部分の上側

では2つの磁界は強め合っており、下側では2

つの磁界は弱め合っているので、ABの部分は

下側へ動く。

A

B

電流

電流による
磁界の向き磁石による

磁界の向き

電流による
磁界の向き

磁石による
磁界の向き

（1）上向き （2）ア

（1）b （2）イ （3）a6

（3） コイルが半回

転すると右図のよ

うになり、電流がB

からAへ流れる。し

たがって、（1）の

ときと比べて、磁

石の磁界の向きは同じで、電流の向きが逆に

なったので、力の向きも逆になる。

A

B

電流

（1） 電流はBからAへ流れている。そこで、電流

による磁界と磁石の磁界を調べてみると、AB

の部分の右奥側では2つの磁界は強め合って

おり、左手前側では2つの磁界は弱め合ってい

るので、ABの部分は左手前側へ動く。

（3） コイルが半

回転すると右

図のよ うにな

り、電流がAか

らBへ流れる。

した が って 、

（1）のときと比

べて、磁石の磁界の向きは同じで、電流の向き

が逆になったので、力の向きも逆になる。

A

電流

B

5

（1） 電流はAからBへ流れている。次の図のよう

にして磁界を調べてみると、ABの部分の上側

では2つの磁界は弱め合っており、下側では2

つの磁界は強め合っているので、ABの部分は

上側へ動く。

A

B

電流

電流による
磁界の向き磁石による

磁界の向き

電流による
磁界の向き 磁石による

磁界の向き見本
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（1）イ （2）× （3）イ （4）ア

（1）－

（2）①電磁誘導 ②誘導電流 ③多 ④速

◇◆◇ 実戦演習４ ◇◆◇ （P37）

（1）ウ （2）曲線…磁力線 記号…イ

（1）A…イ B…エ （2）B （3）①イ ②ア

（1）イ （2）①ア ②イ

（1）コイルに流れる電流を逆向きにする。／U字形

1

2

（1） 棒磁石のS極を近

づけるので、コイルの右

側がS極になるような

向きに電流が流れる。

（2） 磁石を動かさないときには、コイルに電流は

流れない。

（3） 棒磁石のN極を遠

ざけるので、コイルの右

側がS極になるような

向きに電流が流れる。

（4） 棒磁石のS極を遠

ざけるので、コイルの右

側がN極になるような

向きに電流が流れる。

（1） コイルを棒磁石のS極に近づけるので、コイ

ルの下側がS極になるような向きに電流が流

れる。

＋－

ポイント44 ア

棒磁石のN極を近づ

けるので、コイルの右側

がN極になるような向き

に電流が流れる。

1

（2） 電流を大きくすると、磁界は強くなるので、

磁力線の間隔はせまくなる。

2

3

4

磁石のN極とS極を逆にする。

（2）C→A→B

（1）コイルに流れる電流が大きくなったから。

（2）イ、ウ

（1）図2…X 図3…X （2）イ

（1）電磁誘導 （2）エ

（3）上向き（遠ざける向き）に速く動かした。

（1）誘導電流 （2）ア、ウ

（2） コイルを大きく動かすには、コイルに流れる

電流を大きくすればよい。そして、コイルに流れ

る電流を大きくするには、回路の抵抗を小さく

すればよい。

5

（2） 【実験1】の状態に対して、電流の向きと磁

界の向きのいずれか一方が逆になっているも

のを選ぶ。アはどちらも同じなので、【実験1】

と同じ向きのX側に動く。イは電流の向きだけ

が逆になっているので、Y側に動く。ウは磁界の

向きだけが逆になっているので、Y側に動く。エ

はどちらも逆になっているので、X側に動く。

6

7

（2） 【実験1】より、コイルの上から棒磁石のN

極を近づけると、検流計の針は左側に振れる。

【実験2】では、コイルの上に棒磁石のN極を近

づけてから遠ざけるので、検流計の針は左側

に振れてから右側に振れる。

8

（2） 図1の状態に対して、電流の向きと磁界の

向きのいずれか一方が逆になっているものを

選ぶ。

ア…棒磁石のN極がコイルPの上から遠ざか

っていくので、コイルPの上側がS極になる

向きに誘導電流が流れる。よって、電流の

向きだけが逆になっているので、図1と逆

のbの向きに動く。

イ…棒磁石のS極がコイルPの上から近づい

てくるので、コイルPの上側がS極になる向

きに誘導電流が流れる。よって、電流の向

きと磁界の向きのどちらも逆になっている

ので、図1と同じaの向きに動く。

ウ…棒磁石のN極がコイルPの下から近づい

てくるので、コイルPの下側がN極（上側

見本
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（1）コイルの巻き数を多くする。／磁石を磁界の強

いものにかえる。

（2）イ

（1）オ （2）エ

9

（2） 棒磁石のN極がコイルの上から近づいてく

るときには、コイルの上側がN極になる向きに

誘導電流が流れるので、発光ダイオードPだけ

が光る。その後、棒磁石のS極がコイルの下か

ら遠ざかっていくので、コイルの下側がN極に

なる向きに誘導電流が流れ、発光ダイオードQ

だけが光る。

N

S発光ダイオードP

発光ダイオードQ

誘導電流

発光ダイオードP

発光ダイオードQ

誘導電流

N

S

10

がS極）になる向きに誘導電流が流れる。

よって、電流の向きだけが逆になっている

ので、図1と逆のbの向きに動く。

エ…棒磁石のS極がコイルPの下から遠ざかっ

ていくので、コイルPの下側がN極（上側

がS極）になる向きに誘導電流が流れる。

よって、電流の向きと磁界の向きのどちら

も逆になっているので、図1と同じaの向き

に動く。

（1） 発光ダイオードの長いあしを電源の＋極に

つなげると電流は流れるが、発光ダイオードの

長いあしを電源の－極につなげると電流は流

れない。よって、図3の回路では、上側の発光ダ

イオードだけに電流が流れる。

（2） 交流は、流れる向きが規則正しく変わる電

流である。よって、図4の装置に交流の電流を

流すと、2個の発光ダイオードが交互に点滅す

る。

見本
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◆◇◆ ポイント演習 ◆◇◆ （P44）

（1）銀 （2）酸素

（1）白くにごる （2）①塩化コバルト紙 ②赤

（3）炭酸ナトリウム （4）ア、ウ、オ （5）エ

（6）分解

（7）発生した水が加熱されている部分に流れると、

試験管が割れてしまうから。

（1）水に電流が流れるようにするため。

（2）A…酸素 B…水素 （3）1：2

①水 ②水素 ③1

①酸化マグネシウム ②マグネシウム ③1

①H2 ②O2 ③H2O ④CO2 ⑤Cu ⑥CuO

①Cl2 ②N2 ③HCl ④Ag2O ⑤FeS

1

2

3

1

2

3

4

ポイント45 （1）加熱してできた液体が試験管の底

の方に流れると、試験管が割れること

があるため。

（2）塩化コバルト紙 （3）白くにごる。

（4）炭酸ナトリウム （5）イ

（1） 加熱されて熱くなった部分に冷えた水が流

れ込んでくると、急激な温度変化によって、試

験管が割れることがある。

（3） 炭酸水素ナトリウムを加熱すると、二酸化

炭素が発生する。

（5） どちらも水に溶けてアルカリ性を示すが、炭

酸ナトリウムの方が水に溶けやすく、アルカリ性

が強い。

試験管 水
冷却による
収縮

加熱による
膨張

ポイント46 ①H2 ②原子

（1） 炭酸水素ナトリウムを加熱すると、二酸化

炭素が発生する。

（5） 炭酸水素ナトリウムは、水と二酸化炭素と

炭酸ナトリウムの3種類の物質に分解する。

⑥NH3

（1）酸化 （2）酸化物 （3）燃焼 （4）さび

（1）化合

（2）①酸化鉄 ②酸化マグネシウム ③硫化鉄

④硫化銅

（1）ウ （2）酸素 （3）酸化鉄

（1）イ （2）酸化マグネシウム

（1）ア （2）酸素 （3）酸化銅

（1）硫化鉄 （2）B （3）硫化水素

（1）硫化銅 （2）エ （3）化合

（1）石灰水 （2）ア

2

3

6

7

ポイント47 （1）①酸化銅 ②酸素 ③酸化

（2）①化合 ②硫化鉄 ③イ

④加熱後の物質…イ

加熱していない物質…ア

（2）④ 加熱後の物質に塩酸を加えると、塩酸は

硫化鉄と反応して硫化水素を発生する。加

熱前の物質に塩酸を加えると、塩酸は鉄と

反応して水素を発生する。

（2）（3） 試験管B内の硫化鉄が塩酸と反応し

て、硫化水素を発生する。

1

4

5

ポイント48 （1）白くにごる。 （2）イ

（3）ガラス管を石灰水からはずす。

（2） 酸化銅と木炭（炭素）の混合物を加熱する

と、酸化銅は還元されて銅になり、木炭（炭素）

は酸化されて二酸化炭素になる。

（3） ガラス管を石灰水の中に入れたまま加熱を

やめると、加熱していた試験管が冷えて中の空

気が収縮し、試験管内の気圧が下がる。その

ため、石灰水が逆流し、加熱していた試験管が

割れるおそれがある。

試験管

石灰水

内側…急に冷えるのですぐに収縮する

外側…急に冷えないのでゆっくり収縮する

1

見本
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（3）①還元 ②酸化 ③銅 ④二酸化炭素

（4）試験管Aの液体が逆流して加熱部分に流れる

と、試験管Bが割れてしまうから。

①還元 ②鉄 ③酸化 ④二酸化炭素

（1）二酸化炭素 （2）還元

（3）ガラス管を石灰水からはずす。 （4）水

①還元 ②銅 ③酸化 ④水

ウ

（1）化学変化 （2）①A、D、F ②C

図1…2H2 図2…4O2 図3…3H2O

ウ

（1）5個 （2）10個

（1）3個 （2）水素原子…6個 酸素原子…3個

（1）2N2 （2）5

（1）2 （2）2個

1

2

3

4

5

6

ポイント50 （1）イ （2）①2 ②× ③2

（1） 水素原子Hが2個結びついた水素分子H2

が、3個ある。

2

3

4

（1） 二酸化炭素ができることを確かめるため

に、試験管Aには石灰水を入れておく。

ポイント49 （1）①単体 ②化合物

（2）①A ②ア

1

2

携帯カイロは、鉄が酸素と化合して「鉄さび

（酸化鉄）」ができるときに出す熱を利用してい

る。このとき、空気中の酸素を吸着させるはたらき

がある活性炭で酸素を集め、食塩は鉄がさびる

のを早める。

（2） 空気は、窒素や酸素などの気体からなる混

合物。酸化銀、水、硫化鉄は化合物。

（3） 石灰水が逆流し、加熱していた試験管が

割れるのをふせぐための操作。

（4） 水素が酸化されて水ができる。

図1は水素分子H2が2個、図2は酸素分子O2

が4個、図3は水分子H2Oが3個ある。

（1）①2 ②4 ③× （2）①2 ②2 ③×

（3）①2 ②× ③2 （4）①2 ②× ③2

（5）①× ②× ③×

（6）①2 ②× ③2 ④×

（7）①× ②× ③× ④×

ウ

7

ポイント51 （1）①ウ ②イ

（2）①

②4.0g

（1）① 発生した二酸化炭素は容器の外に出て

いかないので、質量は変わらない。

② 発生した二酸化炭素が容器の外に出て

いくので、質量は減る。

（2）① 反応後の質量と反応前の質量の差が、

発生した二酸化炭素の質量になる。

② ①のグラフより、石灰石の質量が4.0gの

ときに発生した二酸化炭素の質量が最大

値になり、石灰石をそれ以上増やしても、発

生した二酸化炭素の質量は増えていない。

よって、うすい塩酸30cm3に過不足なく反

応する石灰石は4.0gである。

0 1.0 2.0 3. 0 4.0 5.0

1.5

1.0

0

0.5

発
生
し
た
二
酸
化
炭
素
の
質
量
（g）

石灰石の質量 （g）

1

硫酸と水酸化バリウム水溶液を混ぜ合わせる

と硫酸バリウムの沈殿ができるので、反応後の物

質はすべてビーカー内に残る。したがって、混ぜ合

わせた後の質量は、混ぜ合わせる前の質量と変

わらない。

反応後の物質はすべてビーカー内に残る

見本
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（1）二酸化炭素

（2）

（3）3.0g

（1）2.0g （2）5cm3

（1）3.00g （2） 2.00g （3）0.20g

（4）4：1

3

1

（1） 石灰石の質量が2.0gまでは、発生した二

酸化炭素の質量は増えているが、石灰石の質

量が2.0gよりも多くなると、発生した二酸化炭

素の質量は1.0gのまま変わってない。

（2） うすい塩酸10cm3に石灰石3.0gを加える

と、石灰石は2.0gがとけて、1.0gがとけ残る。

したがって、石灰石1.0gをとかすのに必要なう

すい塩酸の体積x cm
3 は、

1.0（g）：x（cm3）＝2.0（g）：10（cm3）

x（cm3）＝5（cm3）

（1） 表より、銅の質量と得られる酸化銅の質量

の比は 4： 5であることがわかるので、2.40g

の銅から得られる酸化銅の質量 x（g）は、

ポイント52 （1）2.5g （2）0.3g （3）4：1

（1） グラフより、銅の質量と得られる酸化銅の

質量の比は 4 ： 5であることがわかるので、

2.0gの銅から得られる酸化銅の質量x（g）は、

2.0（g）：x（g）＝4：5

x（g）＝2.5（g）

（2） 1.2gの銅からできる酸化銅の質量x（g）

は、

1.2（g）：x（g）＝4：5

x（g）＝1.5（g）

よって、化合する酸素の質量は

1.5（g）－1.2（g）＝0.3（g）

2

発
生
し
た
気
体
の
質
量
（g）

0 1.0 2.0 3.0 4.0 5.0

石灰石の質量 （g）

1.5

1.0

0

0.5

（1）2.00g （2）0.60g （3）3 ：2

（1）4：1 （2）①1.0g ②4.0g ③1.0g

（1）3：2 （2）①1.0g ②1.5g ③2.5g

3

4

2

2.40（g）：x（g）＝4 ：5

x（g）＝3.00（g）

（2） 2.50gの酸化銅を得るために必要な銅の

質量 y（g）は、

y（g）：2.50（g）＝4 ：5

y（g）＝2.00（g）

（3） 0.80gの銅から得られる酸化銅の質量 z

（g）は、

0.80（g）： z（g）＝4：5

z（g）＝1.00（g）

よって、結びつく酸素の質量は

1.00（g）－0.80（g）＝0.20（g）

（1） 表より、マグネシウムの質量と得られる酸化

マグネシウムの質量の比は3：5であることが

わかるので、1.20gのマグネシウムから得られ

る酸化マグネシウムの質量x（g）は、

1.20（g）：x（g）＝3 ：5

x（g）＝2.00（g）

（2） 0.90gのマグネシウムから得られる酸化マ

グネシウムの質量 y（g）は、

0.90（g）：y（g）＝3 ：5

y（g）＝1.50（g）

よって、化合する酸素の質量は

1.50（g）－0.90（g）＝0.60（g）

（2） 銅5.0gを空気中で加熱した後の質量が

6.0gなので、増加した1.0gは化合した酸素の

質量である。銅と酸素は、4 ：1の質量比で反

応するので、反応した銅の質量x（g）は、

x（g）：1.0（g）＝4 ：1

x（g）＝4.0（g）

銅5.0gのうち、4.0gが反応したので、反応せ

ずに残っている銅の質量は、

5.0（g）－4.0（g）＝1.0（g）

反応し
ない銅

反応す
る銅 酸素 酸化銅

反応し
ない銅＋と と

1.0g 4.0g 5.0g 1.0g

④ ① ⑤： ：

1.0g

6. 0g5.0g
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（1）3回 （2）1.2g

◇◆◇ 実戦演習 ◇◆◇ （P59）

（1）イ

（2）試験管Bに集めた気体には、空気が多く含ま

れるから。

（3）表面をみがく。／電流を流す。

5

1

（2） マグネシウム4.0gを空気中で加熱した後

の質量が5.0gなので、増加した1.0gは化合し

た酸素の質量である。マグネシウムと酸素は、3

：2の質量比で反応するので、反応したマグネ

シウムの質量x（g）は、

x（g）：1.0（g）＝3 ：2

x（g）＝1.5（g）

マグネシウム4.0gのうち、1.5gが反応したの

で、反応せずに残っているマグネシウムの質量

は、

4.0（g）－1.5（g）＝2.5（g）

酸素＋と と

③ ② ⑤： ：

1.5g 2.5g 2.5g1.0g

5.0g4.0g

2.5g

（1） 銅が完全に反応すると、質量はそれ以上変

化しなくなる。

（2） 銅3.6gを空気中で加熱した後の質量が

4.2gなので、増加した0.6gは化合した酸素の

質量である。また、グラフより1.0gの銅が

1.25gの酸化銅になったので、銅と酸素は4 ：

1の質量比で反応することがわかる。したがっ

て、反応した銅の質量x（g）は、

x（g）：0.6（g）＝4 ：1

x（g）＝2.4（g）

銅3.6gのうち、2.4gが反応したので、反応せ

ずに残っている銅の質量は、

3.6（g）－2.4（g）＝1.2（g）

反応し
ない銅

反応す
る銅 酸素 酸化銅

反応し
ない銅＋と と

1.2g 2.4g 3.0g 1.2g

④ ① ⑤： ：

0.6g

4.2g3.6g

（4）①Ⅰ分解 Ⅱ化合物 ②2Ag2O→4Ag＋O2

（1）水上置換（法）

（2）記号…イ→ア

理由…試験管Aに水そうの水が逆流するから。

（3）①ア ②イ

（4）2NaHCO3→Na2CO3＋H2O＋CO2

（5）二酸化炭素

（1）①ア ②ア

（2）水酸化ナトリウム水溶液は、電流を流しやすい

から。

（3）ウ （4）ウ

エ

（1）イ

（2）鉄と硫黄が化合するときに熱を発生するため。

（3）硫化鉄 （4）ウ （5）A…イ B…ア

（1）アンモニア （2）①イ ②イ

（1）化合 （2）2Mg＋O2→2MgO （3）0.3g

（1）エ （2）還元 （3）40：3

（4）C…ア E…イ

（5）物質名…酸化銅 質量…1.6g

2

3

4

5

（4） Fe＋S→FeS

（5） 試験管Aでは水素、試験管Bでは、硫化水

素を発生する。

6

7

（3） マグネシウム1.5gを空気中で加熱した後

の質量が2.3gなので、増加した0.8gは化合し

た酸素の質量である。表より、マグネシウムと酸

素は3： 2の質量比で反応するので、反応した

マグネシウムの質量 x（g）は、

x（g）：0.8（g）＝3 ：2

x（g）＝1.2（g）

マグネシウム1.5gのうち、1.2gが反応したの

で、反応せずに残っているマグネシウムの質量

は、

1.5（g）－1.2（g）＝0.3（g）

酸素＋と と

③ ② ⑤： ：

1.2g 2.0g 0.3g0.8g

2.3g1.5g

0.3g

8
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（1）2Cu＋O2→2CuO （2）0.52g

（1）85％ （2）2.7倍

（3） 試験管Dは、加熱後の試験管内には赤色

粉末だけが残った。赤色粉末は酸化銅が還元

されてできた銅で、酸化銅や炭素は残っていな

いので、4.0gの酸化銅と0.3gの炭素が過不

足なく反応したことがわかる。

（4） 試験管Dでは、4.0gの酸化銅と0.3gの炭

素が過不足なく反応した。試験管Cでは、4.0g

の酸化銅と0.2gの炭素を加熱したので、酸化

銅が残る。試験管Eでは、4.0gの酸化銅と

0.4gの炭素を加熱したので、炭素が残る。

（5） （3）より、酸化銅と炭素は40：3で反応す

るので、酸化銅6.4gと過不足なく反応する炭

素の質量x（g）は、

6.4（g）： x（g）＝40：3

x（g）＝0.48（g）

よって、酸化銅6.4gと炭素0.6gを混ぜ合わせ

て加熱すると、反応せずに残る炭素の質量は、

0.6（g）－0.48（g）＝0.12（g）

この残った炭素0.12gと過不足なく反応する

酸化銅の質量y（g）は、

y（g）：0.12（g）＝40：3

y（g）＝1.6（g）

9

（2） 銅2.00gを空気中で加熱した後の質量が

2.37gなので、増加した0.37gは化合した酸

素の質量である。銅と酸素は4：1の質量比で

反応するので、反応した銅の質量x（g）は、

x（g）：0.37（g）＝4：1

x（g）＝1.48（g）

銅2.00gのうち、1.48gが反応したので、反応

せずに残っている銅の質量は、

2.00（g）－1.48（g）＝0.52（g）

反応し
ない銅

反応す
る銅 酸素 酸化銅

反応し
ない銅

＋と と

0.52g 1.48g 1. 85g 0.52g

④ ① ⑤： ：

0.37g

2.37g2.00g

10

（1） 銅0.80gを空気中で加熱した後の質量が

0.97gなので、増加した0.17gは化合した酸

素の質量である。表2より、銅と酸素は4 ：1の

（1）①ア ②オ ③エ

（2）2CuO＋C→2Cu＋CO2 （3）4：1

（4）800g （5）エ

（1）燃焼に必要な酸素がないから。

（2）① または、 ②

（1）0.8g （2）① ②

（3）2Mg＋CO2→2MgO＋C （4）①ウ ②イ

（1）2Ag2O→4Ag＋O2

（2）最初は、試験管Aやガラス管内の空気が出て

くるから。

（3）ア （4）ウ→エ→イ→ア

質量比で反応するので、反応した銅の質量 x

（g）は、

x（g）：0.17（g）＝4 ：1

x（g）＝0.68（g）

よって、

0.68（g）÷0.80（g）×100＝85（％）

（2） 表1より、完全に化合するマグネシウムと酸

素の質量比は3：2である。完全に化合する銅

と酸素の質量比は4：1なので、化合する酸素

の質量の割合を「2」としたときの、銅の質量の

割合は「8」になる。よって、

8÷3＝2.66…

11

12

13

（4） 【実験1】で、酸化銅と炭素の混合物を加

熱すると、酸化銅は還元されて炭素が酸化した

ので、銅よりも炭素の方が酸素と結びつきやす

い。また、【実験2】で、二酸化炭素の中でマグ

ネシウムを燃焼させると、二酸化炭素は還元さ

れてマグネシウムが酸化したので、炭素よりも

マグネシウムの方が酸素と結びつきやすい。

14

（4）【実験1】…酸化銀は加熱しただけで還元さ

れるので、銀は銅よりも酸素との

結びつきが弱い。

【実験2】…酸化銅と炭素の混合物を加熱す

ると、酸化銅は還元されて炭素が

酸化したので、銅よりも炭素の方

が酸素と結びつきやすい。

【実験3】…二酸化炭素の中でマグネシウム

を燃焼させると、二酸化炭素は還

見本
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（1）ア、エ （2）30％

元されてマグネシウムが酸化した

ので、炭素よりもマグネシウムの

方が酸素と結びつきやすい。

【実験4】…銀粉末を空気中で加熱しても酸

化されなかったので、銀は銅やマ

グネシウムよりも酸素と結びつき

にくい。

15

（1） 図2より、加えた炭酸水素ナトリウムの質量

が5.0gまでは、炭酸水素ナトリウムの質量と発

生した二酸化炭素の質量は比例しているが、

5.0g以上になると、発生する二酸化炭素の質

量は変化しなくなる。よって、塩酸40.0gは炭酸

水素ナトリウム5.0gと過不足なく反応する。

ア…炭酸水素ナトリウム6.0gをすべて反応さ

せるのに必要な塩酸の質量 x（g）は、

x（g）：6.0（g）＝40.0（g）：5.0（g）

x（g）＝48.0（g）

イ…加える炭酸水素ナトリウムが5.0g未満の

ときも、化学変化が起きている。

ウ…発生した二酸化炭素の質量が加えた炭

酸水素ナトリウムの質量に比例するのは、

炭酸水素ナトリウムを5.0g加えるまで。

エ…炭酸水素ナトリウムを5.0g加えたところ

で、塩酸40.0gと過不足なく反応した。

（2） 表1より、塩酸40.0gに炭酸水素ナトリウム

1.0gを加えると、ビーカー内の質量が40.5g

になっているので、このとき発生した二酸化炭

素の質量は、

40.0（g）＋1.0（g）－40.5（g）＝0.5（g）

一方、表2より、塩酸40.0gにベーキングパウ

ダー1.0gを加えると、ビーカー内の質量が

40.85gになっているので、このとき発生した二

酸化炭素の質量は、

40.0（g）＋1.0（g）－40.85（g）
＝0.15（g）

よって、ベーキングパウダー1.0gに含まれる炭

酸水素ナトリウムの質量 y（g）は、

y（g）：0.15（g）＝1.0（g）：0.5（g）

y（g）＝0.3（g）

よって、ベーキングパウダーに含まれる炭酸水

素ナトリウムの割合は、

（1）ウ （2）0.22g

（3）

（4）7.5cm3 （5）4.4g

16

（2） うすい塩酸を入れたビーカー全体の質量

が74.00gで、そこへ石灰石0.50gを加えたと

ころ、気体が発生し、反応後のビーカー全体の

質量が74.28gになったので、発生した気体の

質量は、

74.00（g）＋0.50（g）－74.28（g）
＝0.22（g）

（4） （3）のグラフより、塩酸15.0cm3は石灰石

2.00gと過不足なく反応することがわかる。よ

って、加えた石灰石の質量3.00gのとき、反応

せずに残った石灰石の質量は、

3.00（g）－2.00（g）＝1.00（g）

この石灰石1.00gを完全に反応させるために

必要な塩酸の体積をx（cm3）とすると、

x（cm3）：1 .00（g）＝1 5.0（cm3）：2 .00（g）

x（cm3）＝7.5（cm3）

（5） 塩酸75.0cm3をすべて反応させるのに必

要な石灰石の質量y（g）は、

7 5 .0（cm3）：y（g）＝1 5.0（cm3）：2.0 0（g）

y（g）＝10.00（g）

よって、塩酸75.0cm3は、石灰石12.00gの内

の10.00gが過不足なく反応する。（3）より、塩

酸15.0cm3がすべて反応すると、気体0.88g

が発生するので、塩酸75.0cm3がすべて反応

したときに発生する気体の質量z（g）は、

7 5 .0（cm3）：y（g）＝1 5.0（cm3）：0.8 8（g）

y（g）＝4.4（g）

×100＝30（％）
0.3（g）
1.0（g）

発
生
し
た
気
体
の
質
量
の
合
計
（g）

加えた石灰石の質量の合計（g）
0 0.50 1.00 1.50 2.00 2.50 3.00

1.50

1.00

0.50

0
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（1）H2O （2）イ （3）イ （4）1.54g

（5）①イ ②イ ③ア

17

（2） 図3のグラフの ● 印をつなぐと、次のように

なる。

上のグラフより、うすい塩酸20.0cm
3が過不足

なく反応する炭酸カルシウムの質量は、3.00g

から4.00gの間であることがわかる。よって、う

すい塩酸20.0cm3に炭酸カルシウム3.00gを

加えたビーカー内は、炭酸カルシウムはすべて

反応し、塩酸の一部が反応せずに残っている。

（3） 【結果】より、炭酸カルシウム1.00gがすべ

て反応すると、気体が0.44g発生することがわ

かる。また、塩酸20.0cm3がすべて反応すると、

気体が1.54g発生することがわかる。よって、

塩酸20.0cm3と過不足なく反応する炭酸カル

シウムの質量x（g）は、

x（g）：1.54（g）＝1.00（g）：0.44（g）

x（g）＝3.50（g）

（4） 石灰石1.00gがすべて反応すると、気体が

0.33g発生する。よって、石灰石5.00gがすべ

て反応すると、発生する気体の質量は、

発
生
し
た
気
体
の
質
量
（g）

炭酸カルシウムの質量（g）
0 1.00 2.00 3.00 4.00 5.00

1.00

0.20

0

0.40

0.60

0.80

1.20

1.40

1.60

発
生
し
た
気
体
の
質
量
（g）

炭酸カルシウムの質量（g）
0 1.00 2.00 x0

0.44

0.88

1.54

0.33（g）×5＝1.65（g）

ところが、塩酸20.0cm3がすべて反応すると、

気体が1.54g発生するので、石灰石5.00gを

加えると、石灰石の一部が反応せずに残り、気

体は1.54gしか発生しない。

（5）① 【結果】より、石灰石1.00gがすべて反

応すると気体が0.33g発生することがわか

る。塩酸20.0cm
3がすべて反応すると気体

が1.54g発生するので、塩酸20.0cm3と過

不足なく反応する石灰石の質量 y（g）は、

y（g）：1.54（g）＝1.00（g）：0.33（g）

y（g）＝4.666…（g）

② （3）より、塩酸20.0cm3と過不足なく反

応する炭酸カルシウムの質量は3.50gなの

で、石灰石4.67gの中に炭酸カルシウム

3.50gが含まれていることになる。よって、

炭酸カルシウム以外の不純物の割合は、

（4.67－3.50）（g）÷4.67（g）×100
＝25.05…（％）

《別解》

A班の結果より、炭酸カルシウム1.00g

がすべて反応すると、気体が0.44g発生す

る。また、B班の結果より、石灰石1.00gが

すべて反応すると、気体が0.33gしか発生

しない。よって、石灰石に含まれる炭酸カル

シウムは、質量比で であり、残り が不

純物である。

③ （3）より、塩酸20.0cm3と過不足なく反

応する炭酸カルシウムの質量は3.50gなの

で、9.00gの炭酸カルシウムと過不足なく

反応する塩酸の体積z（cm3）は、

z（cm3）：9.00（g）
＝20.0（cm3）：3.50（g）

z（cm3）＝51.42…（cm3）

3
4

1
4見本
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◆◇◆ ポイント演習１ ◆◇◆ （P74）

①C、液胞 ②F、核 ③D、葉緑体

（1）D、E、F

（2）A…細胞膜 B…核 C…細胞質 D…液胞

E…葉緑体 F…細胞壁

◇◆◇ 実戦演習１ ◇◆◇ （P75）

①葉緑体 ②核

（1）葉緑体 （2）核

（3）植物の細胞には細胞壁があるから。

イ

◆◇◆ ポイント演習２ ◆◇◆ （P76）

A…道管 B…師管 C…気孔

ポイント53 （1）A…液胞 B…細胞質

C…葉緑体 D…細胞壁

E…細胞膜 F…核

（2）A、C、D

（3）染色液…酢酸オルセイン液（酢酸カ

ーミン液）

染まる部分…F 色…赤色

1

2

1

2

3

ポイント54 （1）①A、道管 ②気孔

（2）①葉にあるデンプンをなくすため。

②葉を白くするため。 ③ア

（2）① 暗室に置いておくと、光合成ができない

ので新たにデンプンをつくることはできな

い。また、葉に残っているデンプンを呼吸な

どに使うため、やがて葉にあるデンプンはな

くなってしまう。こうすることによって、様々な

条件の下で、どの部分に新たにデンプンが

できるのかを調べることができる。

② ヨウ素液にひたしてデンプンができた部

分を確認するとき、ヨウ素液による色の変

化を見やすくするために、葉を白くしておく。

③ イとエは光が当たっていないので光合

成できない。また、ウとエは葉が緑色でな

いので光合成できない。

1

①水 ②二酸化炭素 ③デンプン ④酸素

（1）葉にあるデンプンをなくすため。

（2）葉を白くするため。 （3）b、c （4）a、c

（1）エタノールに引火しないようにするため。

（2）葉緑体 （3）光（日光）

（1）A…呼吸 B…光合成 （2）B

（1）A…青色 B…黄色 （2）二酸化炭素

（3）A…エ B…ア

1

2

ポイント55 （1）A…黄色 B…青色

（2）BTB溶液の色の変化がオオカナダ

モに関係あることを確かめるため。

（1） 青色のBTB溶液に、息に含まれる二酸化

炭素を吹き込んで緑色にしたが、Aでは水草に

日光が当たらないので、呼吸だけを行って二酸

化炭素を放出し、黄色になっていく。一方、Bで

は水草に日光が当たっているので、呼吸よりも

光合成をさかんに行って二酸化炭素を吸収し、

もとの青色にもどる。

（2） AとBの実験だけだと、BTB溶液の色の変

化が日光に影響したと考えることもできる。Cの

ような実験を対照実験という。

青 緑 黄
A

B

二酸化炭素 二酸化炭素

二酸化炭素

（1） Aは、酸素を取り入れて二酸化炭素を出す

はたらき。Bは、二酸化炭素を取り入れて酸素

を出すはたらき。

（1）（2）（3） 青色のBTB溶液に、息に含まれる

二酸化炭素を吹き込んで緑色にしたが、Aでは

オオカナダモに日光が当たっているので、呼吸

よりも光合成をさかんに行って二酸化炭素を

吸収し、もとの青色にもどる。一方、Bではオオ

カナダモに日光が当たらないので、呼吸だけを

行って二酸化炭素を放出し、黄色になっていく。

青 緑 黄
B

A

二酸化炭素 二酸化炭素

二酸化炭素

2

4

3

見本



- 24 -

（1）白くにごった。 （2）呼吸

（1）白くにごった。 （2）二酸化炭素

（3）光合成

（1）光合成をさせないようにするため。

（2）二酸化炭素 （3）呼吸

（4）①酸素 ②二酸化炭素 ③呼吸 ④光合成

（1）A→B→C （2）蒸散 （3）気孔

（1）水面からの水の蒸発を防ぐため。 （2）B

（3）葉の表よりも裏に気孔がたくさんあるから。

表…3cm3 裏…8cm3

3

4

5

1

2

3

ポイント56 （1）A→C→B→D

（2）表…4.8cm3 裏…11.4cm3

（1） 植物の中の水分は、気孔から水蒸気として

出される。気孔は葉の表よりも裏に多く、茎にも

少しある。また、ワセリンは固形の油で、ワセリン

をぬると気孔がふさがれて、水蒸気が出てい

かない。したがって、A～Dを水蒸気が出ていく

ことのできる気孔が多いものから順に並べる

と、A、C、B、Dの順になる。

（2） 下の表は、蒸散する場所に○をつけて表し

たものである。この表より、葉の表の蒸散量は、

（A－C）または（B－D）で求めることができる。

同様に、葉の裏の蒸散量は、（A－B）または（C

－D）で求めることができる。

試験管 葉の裏 葉の表 茎 蒸散量

A ○ ○ ○ 17.4cm
3

B ○ ○ 6.0cm3

C ○ ○ 12.6cm
3

D ○ 1.2cm3

（1） ワセリンがぬられている部分は気孔がふさ

がれて、蒸散できない。したがって、A～Cを水

蒸気が出ていくことのできる気孔が多いものか

ら順に並べると、A、B、Cの順になる。

（2） Aはおもに葉の表から蒸散し、Bはおもに葉

の裏から蒸散する。

下の表は、蒸散する場所に○をつけて表したも

のである。この表より、葉の表の蒸散量は、（A－

（1）表…5cm3 裏…13cm3 （2）20

（1）4.0 （2）蒸散

（1）①根毛 ②表面積 （2）茎…イ 根…オ

（3）道管

4

5

B）または（C－D）で求めることができる。同様に

葉の裏の蒸散量は、（A－C）または（B－D）で求

めることができる。

試験管 葉の裏 葉の表 茎 蒸散量

A ○ ○ ○ 12cm
3

B ○ ○ 9cm3

C ○ ○ 4cm3

D ○ 1cm
3

（1） 実験の結果をまとめると、次の表のようにな

る。この表より、葉の表の蒸散量は、（C－D）で

求めることができる。同様に、葉の裏の蒸散量

は、（B－D）で求めることができる。

（2） （B＋葉の表の蒸散量）または、（C＋葉の

裏の蒸散量）で求めることができる。また、（B

＋C－D）で求めることもできる。

試験管 葉の裏 葉の表 茎 蒸散量

A ○ ○ ○ xcm3

B ○ ○ 15cm
3

C ○ ○ 7cm3

D ○ 2cm3

（1） 実験の結果をまとめると、次の表のようにな

る。この表より、葉の表の蒸散量は、（C－B）で

求めることができ、2.5cm3である。Aの蒸散量

は（葉の表の蒸散量＋茎の蒸散量）で求める

ことができるので、

2.5（cm3）＋1.5（cm3）＝4.0（cm3）

試験管 葉の裏 葉の表 茎 蒸散量

A ○ ○ xcm
3

B ○ ○ 9.5cm3

C ○ ○ ○ 12.0cm3

D ○ 1.5cm3

1

ポイント57 （1）A…師管 B…道管 （2）維管束

（3）B （4）イ、ウ
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◇◆◇ 実戦演習２ ◇◆◇ （P83）

（1）エ （2）葉を白くするため。

（3）①a ②c （4）ア

（1）葉を白くするため。 （2）デンプン

（3）①②A、C ③④A、B （4）師管

（5）どの葉にも光が当たるようにするため。

（1）ア （2）①ア ②イ ③ア （3）ウ

（1）①ア ②ア （2）エ （3）①ウ ②オ

（4）イ

1

2

3

（1） 試験管Aと試験管C、試験管Bと試験管D

を比べると、どちらもオオカナダモの有無の条

件だけが異なっているので、溶液の色の変化

が、オオカナダモの有無によるものであること

が確かめられる。

4

（2） 袋Xのインゲンマメは、光合成と呼吸の両方

を行っている。袋Yのインゲンマメは、呼吸だけ

を行っている。

ア…袋Yの二酸化炭素の割合の増加は、13

時から15時では0.15％、15時から17時

では0.10％、17時から19時では0.10％

であり、一定ではない。

イ…呼吸は、つねに行われている。

ウ…袋Xの二酸化炭素の割合は、15時から

17時の間では減っているので、光合成で

取り入れた二酸化炭素の方が、呼吸で出

した二酸化炭素よりも多い。

エ…袋Xの二酸化炭素の割

合は、13時から15時で

は0.30％減少している

が、この間に呼吸によっ

て二酸化炭素0.15％分

を出しているので、光合成で取り入れた

二酸化炭素の割合x（％）は、

0.30（％）＋0.15（％）＝0.45（％）

同様に、15時から17時の間で、光合成で

取り入れた二酸化炭素の割合は、

0.10（％）＋0.10（％）＝0.20（％）

17時から19時の間は、袋Xの二酸化炭

素の割合は変化していないので、光合成

で取り入れた二酸化炭素の割合は、呼吸

0.15%
x%

0.30%減少

（1）試験管A…変化しない。

試験管B…白くにごる。

（2）①ア ②ア ③イ

①気孔 ②維管束 ③二酸化炭素

エ

（1）エ

（2）①蒸散

②水の吸い上げ（吸水）／水の移動（運搬）

（1）水面からの水の蒸発を防ぐため。

（2）①蒸散 記号…イ （3）ウ

（1）水面からの水の蒸発を防ぐため。

（2）気孔は、葉の表側よりも葉の裏側の方が多い。

（3）①茎からも蒸散しているから。 ②6.5cm3

5

（2） 「植物は、光合成を行うときだけ、二酸化炭

素を取り入れている」ことを確かめるので、タン

ポポが光合成を行わないように、光を当てない

ようにして、それ以外の条件は、試験管Aとそろ

える。

6

7

トウモロコシは、単子葉類である。

8

9

（3） ワセリンを一切ぬらないので、ホウセンカの

葉の裏、葉の表、茎のすべての場所から蒸散し

ている。よって、その蒸散量は、

6.6（mL）＋2.2（mL）－1.0（mL）
＝7.8（mL）

10

によって出した二酸化炭素の割合と同じ

0.10％である。

（3）① 1.15（％）－0.80（％）＝0.35（％）

② 袋Xの二酸化炭素の割合は、0.40％減

少しているが、この間に呼吸によって二酸

化炭素0.35％分を出しているので、光合

成で取り入れた二酸化炭素の割合は、

0.40（％）＋0.35（％）＝0.75（％）

（4） 13時から17時までは、袋Xの二酸化炭素

の割合は減少しているので、光合成の方が呼

吸よりも多い。そのため、有機物の量は増える。

17時から19時までは、袋Xの二酸化炭素の割

合は変化していないので、光合成の量と呼吸

の量はつり合っている。そのため、有機物の量

は変化しない。
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（1）①ウ ②Ⅰ…道管 Ⅱ…イ （2）ア

（3）①緑色の部分のみにワセリンをぬる ②ウ

◆◇◆ ポイント演習３ ◆◇◆ （P92）

（1）A…デンプン B…脂肪 C…タンパク質

（2）d

①F、すい臓 ②E、胃 ③A、だ液せん

④G、小腸

（1）A （2）アミノ酸 （3）①柔毛 ②E

1

ポイント58 （1）A…だ液せん B…肝臓

C…たんのう D…小腸 E…大腸

F…胃 G…すい臓

（2）A…アミラーゼ F…ペプシン

（3）デンプン…ブドウ糖

タンパク質…アミノ酸

（4）①柔毛 ②D

③表面積を広くして、より多くの養分

を吸収できる。

（5）①ベネジクト液 ②加熱 ③赤褐

2

3

（3）② 下の表は、蒸散する場所に○をつけて表

したものである。この表より、葉の表側の蒸

散量は、

6.9（cm3）－5.2（cm3）＝1.7（cm3）

また、葉の裏側の蒸散量は、

6.9（cm3）－2.1（cm3）＝4.8（cm3）

よって、葉の表側と裏側からの蒸散量の合

計は

1.7（cm3）＋4.8（cm3）＝6.5（cm3）

葉の裏 葉の表 茎 蒸散量
A ○ ○ 5.2cm3

B ○ ○ 2.1cm3

C ○ ○ ○ 6.9cm3

11

（2） 右の表は、蒸

散する場所に○を

つけて表したもの

である。この表よ

り、AとBの差、Cと

Dの差のどちらも、葉の表側の蒸散量を表して

いることがわかる。

葉の裏 葉の表 茎

A ○ ○ ○
B ○ ○

C ○ ○

D ○

（1）A…ウ B…イ C…ア D…ウ

（2）だ液がはたらきやすい温度だから。

（1）B、C、D （2）①加熱する。 ②A

（3）アミラーゼ

（1）イ （2）ブドウ糖の粒

B

（1）A…肺 B…肝臓 C…小腸 （2）e （3）a

（4）①肺循環 ②体循環 （5）b、d、f、h

4

5

6

7

1

ポイント59 （1）A…肺 B…肝臓 C…小腸

H…左心室 a…肺動脈

b…肺静脈 c…大静脈

d…大動脈

（2）B （3）b （4） e （5） f

（3） Aの肺で取り入れられた酸素は bの肺静脈

を通るので、酸素を最も多く含んでいる。

（4） Cの小腸で吸収された養分は、eの血管を

通る。

（5） 尿素などの不要物は、Dのじん臓でこしとら

れるので、fの血管を流れる血液中には不要物

は少ない。

（1） AとBは、だ液によってデンプンは麦芽糖に

分解される。したがって、ヨウ素液を加えても変

化しないが、ベネジクト液を加えて加熱すると

赤褐色の沈殿ができる。また、CとDはデンプン

があるので、ヨウ素液を加えると青紫色に変化

するが、ベネジクト液では変化しない。

Bでは、だ液によってデンプンは麦芽糖に分解

される。麦芽糖はセロハンを通りぬけるので、ビー

カーの中の湯には、麦芽糖がとけている。

（1） ブドウ糖の分子はセロハンの小さな穴を通

りぬけるが、デンプンは通りぬけることはできな

い。

Aは、デンプンにだ液を加えて40℃に保ってい

るので、だ液のはたらきでデンプンが糖に変化し

ている。

（2） Cの小腸で吸収された養分は、eの血管を
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（1）イ （2）b （3）A （4）G

（1）エ、左心室

（2）A…大静脈 B…肺動脈 C…大動脈

D…肺静脈

（3）b （4）弁、血液の逆流を防ぐ。 （5）静脈

（1）A…じん臓 B…輸尿管 C…ぼうこう

（2）①アンモニア ②尿素

（1）A…赤血球 B…血小板 C…白血球

（2）血しょう （3）A…ア B…イ C…ウ

（1）A…エ B…ア C…ウ （2）組織液

（3）ヘモグロビン

2

3

4

1

2

ポイント60 （1）①D、白血球 ②C、赤血球

③B、血小板 ④A、血しょう

（2）組織液

（3） 二酸化炭素を多く含む血液を静脈血とい

う。肺で血液中に取り入れられた酸素は、やが

て、肝臓、小腸、じん臓などのからだの各部へ

運ばれると、酸素はそれらの器官がはたらくた

めに使われ、二酸化炭素を生じる。そしてその

二酸化炭素がFやGの血管を通り、C→ア→ウ

→Aと運ばれて、肺から放出される。

（4） 尿素などの不要物はじん臓でこしとられる

ので、Gの血管を流れる血液中には少ない。

（1） エの左心室はCの大動脈とつながってお

り、血液を全身に送り出すため、筋肉でできた

壁が最も厚くなっている。

（4） 弁があるのは静脈。

通る。

（3） からだの各部で、器官や筋肉がはたらいた

結果生じた二酸化炭素は、最終的に、aの血管

を通ってAの肺に運ばれ、からだの外に放出さ

れる。

（5） 酸素を多く含む血液を動脈血という。Aの

肺で血液中に取り入れられた酸素は、b→イ

→エと移動し、d 、f、hを通る。その後、B、C、じ

ん臓などのからだの各部へ運ばれると、酸素は

それらの器官がはたらくために使われ、血液中

の酸素は減少する。

（1）毛細血管 （2）B…酸素 C…二酸化炭素

（3）表面積を広くし、効率よくガス交換ができる。

①イ ②ア ③ア

（1）ふくらむ。

（2）ガラス管…気管（支） ゴム風船…肺

ゴム膜…横隔膜

◇◆◇ 実戦演習３ ◇◆◇ （P99）

（1）ウ （2）ア （3）①c ②d （4）イ

（5）①イ ②柔毛

（1）①ア ②カ （2）アミラーゼ （3）胃

（4）エ

1

2

ポイント61 （1）肺胞

（2）表面積を広くし、効率よくガス交換が

できる。

（2） 肺胞の表面には毛細血管が網の目のよう

にとりまいている。したがって、表面積が広くな

ると、より多くの酸素を吸収でき、より多くの二

酸化炭素を放出できる。

（2） Bは肺胞からAの毛細血管に吸収される気

体、Cは毛細血管から肺胞へ放出される気体。

3

（1） Aは血しょうによってからだの細胞に運ばれ

るものなので栄養分、Bは赤血球によって運ば

れるものなので酸素、Cは細胞から血しょうに

もどされるものなので、二酸化炭素や不要物

である。

（1） 糸を下に引くと、ガラスびん内の容積が増

えて気圧が下がるため、ガラス管を通ってゴム

風船に空気が入ってくる。

1

（2） ベネジクト溶液は、常温ではほとんど反応

しない。

（3） ①は、デンプンの有無を確かめるのだから、

ヨウ素液を加えたaとc。②は、ブドウ糖や麦芽

糖などの糖の有無を確かめるのだから、ベネジ

クト溶液を加えたbとd。

2

（4） 温度以外の条件は同じにする。
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（1）だ液のはたらきによって、デンプンがなくなった

こと。

（2）①②a2、b2 ③④b1、b3 ⑤⑥a2、a4

⑦吸収

（1）左心房 （2）B、C （3）X…a Y…d

（1）①赤血球 ②組織液

（2）二酸化炭素が少なく、酸素を多く含む血液。

（3）a （4）エ

（1）イ （2）A、C （3）イ （4）ウ （5）肝臓

①輸尿管 ②ぼうこう

（1）横隔膜 （2）①イ ②ア

（3）酸素の多いところでは酸素と結びつき、酸素

の少ないところでは酸素をはなす性質。

（4）組織液 （5）エ

（1）C、D

（2）表面積が大きくなっているので、酸素や養分を

効率よく吸収できる。

（3）①Y ②X （4）①血しょう ②組織液

◆◇◆ ポイント演習４ ◆◇◆ （P106）

ウ1

ポイント62 （1）けん （2）関節 （3）ア

3

4

（3） 血液は、A（右心房）からD（右心室）に送

られ、Yの弁を経て肺動脈へ送られる。Dの部

屋が収縮すると、血液は肺動脈へ送られるの

で、Yの弁は開き、Xの弁は閉じる。

5

6

（3） アンモニアを尿素にかえるのはⅡの肝臓で

あり、尿をつくる器官はⅣのじん臓である。

7

8

（5）ア…細胞から排出される二酸化炭素は、血

しょうに溶けて、運ばれる。

イ…呼気の成分の中で体積の割合が最も

大きいのは、窒素。

9

（3） 血管Xは、血液が枝分かれして流れている

ので、心臓から送り出される血液が流れる血

管であり、酸素や養分を全身の細胞へ運ぶ。

血管Yは、血液が合流する向きに流れているの

で、心臓へもどる血液が流れる血管である。

（1）ア （2）けん

（1）イ

（2）①D、網膜 ②A、こうさい ③B、レンズ

（1）①B、鼓膜 ②A、耳小骨 ③D、うずまき管

（2）B→A→D→C

感覚器官

①中枢 ②末しょう ③感覚 ④運動

イ

（1）C…感覚神経 D…運動神経

（2）①ウ ②反射 ③イ

（1）せきずい （2）エ

◇◆◇ 実戦演習４ ◇◆◇ （P110）

（1）ウ→イ→エ→ア （2）①ア ②イ

（3）①イ ②イ ③ア

（1）①感覚器官 ②記号…C 名称…網膜

（2）①E ②G

（3）記号…イ

理由…目に入る光の量を調節するため。

（4）①ウ ②反射 ③ア ④けん

（1）A、D （2）ウ→キ→イ→ク→オ

（3）大きくなる。

（1）感覚器官 （2）A→F→B （3）1.1m

（1）中枢神経 （2）オ （3）0.28秒

1

2

3

1

3

4

ポイント63 A…レンズ B…こうさい C…網膜

D…ガラス体 E…耳小骨 F…半規管

G…うずまき管 H…鼓膜

ポイント64 （1）①末しょう神経 ②中枢神経

（2）①a…感覚神経 b…運動神経

②せきずい ③イ ④反射

2

2

1

2

3

（1） 脳で命令が行われる行動は、意識して起こ

す行動である。

5

4

（3） 時速20kmを秒速にすると、

= （m/s）

よって、0.2秒間の移動距離は、

（m/s）×0.2（s）＝1.11…（m）

20000（m）
3600（s）

50
9

50
9

見本
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（4）イ、ウ

（1）エ （2）皮ふ （3）0.21秒

（4）刺激の信号が脳を通らずに、せきずいから筋

肉に伝わるから。

（1）末しょう神経 （2）A→D→E （3）0.20秒

（4）危険から身を守るのに役立っている。

（3） Aさんがストップウォッチをスタートさせると

同時にCさんの手をにぎったので、実験の開始

はCさんである。そして、Bさんがストップウォッ

チを止めるところで終了したので、「手をにぎら

れるという刺激を受け取ってから反対側の手を

にぎるという反応」を起こしたのは、Aさんを除

く9人である。よって、1人あたりの時間は、

2.48（s）÷9（人）＝0.275…（s）

6

（3） Aさんがストップウォッチをスタートさせると

同時にBさんの手をにぎったので、実験の開始

はBさんである。そして、Jさんが開いていた左

手をにぎったところで終了したので、「右手をに

ぎられてから左手をにぎるという反応」を起こし

たのは、Aさんを除く9人である。よって、1人あ

たりの時間は、

（2.17－0.26）（s）÷9（人）
＝0.212…（s）

【発展的学習】

感覚器官には、目（視覚）、耳（聴覚）、鼻

（嗅覚）、舌（味覚）、皮ふ（触覚・圧覚・痛覚・

温覚・冷覚）がある。（2）で「手」は、その主た

るはたらきが「物を掴む」ことであり、骨や筋肉

などの運動器官に含まれる。

7

（2） 目や耳で受け取った刺激は、感覚神経から

直接脳へ伝えられる。

（3） 5回の実験で、ものさしが落ちた距離の平

均は、

（20.3＋20.9＋19.2＋17.4＋17.2）÷5
＝19.0（cm）

よって、図4のグラフから、ものさしが落ちた距

離が19.0cmのときの、ものさしが落ちるのに

要する時間を読み取る。

見本
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◆◇◆ ポイント演習１ ◆◇◆ （P116）

（1）①北西 ②南東

（2）①南 ②北東 ③南東

（1）①晴れ ②快晴 ③くもり （2）①0 ②12

①風向…南西 風力…4 天気…晴れ

②風向…東 風力…2 天気…快晴

③風向…南東 風力…3 天気…雨

④風向…北東 風力…5 天気…くもり

① ②

③ ④

（1）①3N ②150Pa （2）A→B→C

1

2

3

ポイント65 （1）北西 （2）晴れ

（3）風向…北東 風力…3

天気…くもり

（1） 風向は、風が吹いてく

る方向で示す。図1では

吹き流しが南東に向いて

いるので、風は北西から

吹いている。
吹き流し

風

4

1

ポイント66 （1）記号…C 圧力…800Pa

（2）記号…B 圧力…200Pa

（1） 圧力を大きくするには、机と接する面積を小

さくすればよいので、Cの面を下にする。800g

の物体にはたらく重力の大きさは8Nなので、

圧力の大きさは、

8（N）÷0.01（m2）＝800（Pa）

（2） 圧力を小さくするには、机と接する面積を大

きくすればよいので、Bの面を下にする。

8（N）÷0.04（m2）＝200（Pa）

（1）500Pa （2）①ウ ②ア

P

気圧が低い

（1）1008hPa （2）B （3）X （4）Y

（5）X…イ Y…エ

（1）1012hPa （2）X

（3）X…イ、ウ Y…ア、オ

（1）Y （2）A…エ B…ウ C…ア D…イ

ポイント67 （1）100Pa （2）イ

（3）①等圧線 ②1008hPa ③B

④Y ⑤X…ア Y…ウ

（3）③ 等圧線の間隔がせまいところほど風力

は大きい。

④ 高気圧は、周囲に比べて気圧が高いとこ

ろなので、Yが高気圧。

⑤ Xは低気圧で、上昇気流が生じており、ま

わりから時計と反対回りに風が吹きこむ。ま

た、Yは高気圧で、下降気流が生じており、

時計回りに風が吹き出す。

3

4

5

2

（1） 4（N）÷0.008（m2）＝500（Pa）

（2）① スポンジが三角フラスコから受ける力は、

三角フラスコの重さによる力である。

（1）② 3（N）÷0.02（m2）＝150（Pa）

（2） 圧力が大きいほどスポンジのへこみが大き

い。圧力を大きくするには、スポンジと接する面

積を小さくすればよい。

1

2

（3）（4）（5） Xが低気圧、Yが高気圧である。

（2） Xは低気圧で、まわりから時計と反対回り

に風が吹きこむ。Yは高気圧で、時計回りに風

が吹き出す。

X

Y

1000

1020
A

B

C

D

見本
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◇◆◇ 実戦演習１ ◇◆◇ （P121）

（1）50cm2 （2）イ

（1）2400Pa （2）エ （3）ア、イ と ウ、オ

（1）イ （2）80個

1

2

（1） 図2より、スポンジがへこむ深さが1.0cmの

ときの、スポンジが受ける圧力は1000Paなの

で、面Aの面積をx（m2）とすると、

5.0（N）÷x（m2）＝1000（Pa）

x（m2）＝0.005（m2）

＝50（cm2）

（2） ⅠとⅢでは、Ⅰの方が圧力が大きいが、物

体XとZの面Aの面積は同じなので、物体Xの

方が重い。ⅠとⅡでは、Ⅰの方が圧力が大き

いが、面Aと面Bの面積が異なるので、物体Xと

物体Yの質量の大小はわからない。

3

（1） 面Aの面積は、

5（cm）×20（cm）＝100（cm2）

＝0.01（m2）

質量2.4kgの物体Ⅰにはたらく重力は24Nな

ので、スポンジにはたらく圧力の大きさは、

24（N）÷0.01（m2）＝2400（Pa）

（2） 面Aと面Dの面積は同じだが、物体Ⅰの方

が物体Ⅱよりも重いので、PA＞PD。面Bは面D

よりも面積は小さく、物体Ⅰの方が物体Ⅱより

も重いので、PB ＞PD。面Cは面Dの2倍の面積

だが、物体Ⅰは物体Ⅱの2倍の重さなので、PC

＝PD 。

（3） 物体2個を合わせた質量は同じなので、ス

ポンジに接する面積が同じものを選ぶ。

4

東西

南

北

（2） 面Aの面積は、

10（cm）×20（cm）＝200（cm2）

＝0.02（m2）

質量2500gのレンガにはたらく重力は25Nな

ので、大気圧と等しくなるときのレンガの個数

エ

ア

（1）1020hPa （2）ウ

（1）1016hPa （2）風向…北東 天気…晴れ

（3）イ

◆◇◆ ポイント演習２ ◆◇◆ （P125）

ポイント68 （1）10℃ （2）69％ （3）1.1g

（1） コップの表面がくもり始めるときの温度を

露点という。

（2） 気温からは飽和水蒸気量が、露点からは

空気1m3に含まれる水蒸気量がわかる。

（3） 露点 10℃の空気 1m
3中には水蒸気が

9.4g含まれているが、気温8℃の空気1m
3中

には水蒸気を8.3gしか含むことができないの

で、生じる水滴は、

9.4（g）－8.3（g）＝1.1（g）

13.6

温度（℃）

水
蒸
気
量

(g/m3)
9.4

10 16

飽和
水蒸気量

水蒸気量

気温露点

空気1m3中に含まれる水蒸気量

そのときの気温での飽和水蒸気量
湿度＝ ×100

気温より

露点より

＝
9.4(g/m3)

13.6(g/m
3
)
×100

＝69.1・・・(%)

をx（個）とすると、

25（N）×x（個）÷0.02（m2）
＝100000（Pa）

x（個）＝80（個）

5

6

屋上に移動させると、ペットボトル内は密閉さ

れているので気圧は変わらないが、ストロー内は

外気と接しているので下がる。したがって、ストロ

ー内の水面の位置は上がる。

7

8

見本
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（1）1m3

（2）①60％ ②79％ ③68％ ④63％

⑤100％

（3）①イ ②ケ ③ク ④ウ

（1）水滴 （2）イ （3）露点 （4）8.3g

1

2

（2）① 気温18℃より飽和水蒸気量が15g/m3、

露点10℃よりこの空気に含まれる水蒸気

量が9g/m3。したがって湿度は、

×100＝60（％）

② ×100＝79.1…（％）

③ ×100＝68.1…（％）

④ ×100＝62.9…（％）

⑤ 気温と露点が等しいときの湿度は、100

％である。

（3）① 気温が16℃なので、飽和水蒸気量は

14g/m
3。湿度が64％なので、この空気

1m
3中に含まれる水蒸気量は、

14（g/m3）×0.64＝8.96（g/m3）

表より、飽和水蒸気量が8.96g/m3に最も

近い温度は10℃なので、この空気の温度

を10℃まで下げると水滴ができ始める。

② 気温30℃、湿度73％の空気1m3中に含

まれる水蒸気量は、

30（g/m3）×0.73＝21.9（g/m3）

表より、飽和水蒸気量が21.9g/m3に最も

近い温度は24℃。

③ 気温26℃、湿度79％の空気1m3中に含

まれる水蒸気量は、

24（g/m3）×0.79＝18.96（g/m3）

表より、飽和水蒸気量が18.96g/m
3に最

も近い温度は22℃。

④ 気温20℃、湿度65％の空気1m3中に含

まれる水蒸気量は、

17（g/m3）×0.65＝11.05（g/m3）

表より、飽和水蒸気量が11.05g/m
3に最

も近い温度は12℃。

気温からは飽和水蒸気量が、露点からは

空気1m3に含まれる水蒸気量がわかる。

9 （g/m3）
15（g/m3）

19（g/m3）
24（g/m3）

15（g/m3）
22（g/m3）

17（g/m3）
27（g/m3）

（5）78％ （6）低くなる。 （7）1.9g

（1）15℃ （2）74％ （3）高くなる。

（4）4.5g （5）2.8g

3

（5） 気温12℃より飽和水蒸気量が10.7g/m3、

露点8℃より、この空気に含まれる水蒸気量が

8.3g/m
3。したがって湿度は、

×100＝77.5…（％）

（6） 気温を上げると飽和水蒸気量が大きくなる

ので、その空気に含まれる水蒸気量が変化し

なければ、湿度は小さくなる。

（7） 露点8℃の空気1m3中には水蒸気が8.3g

含まれているが、気温4℃の空気1m3中には水

蒸気を6.4gしか含むことができないので、生じ

る水滴は、

8.3（g）－6.4（g）＝1.9（g）

空気1m 3中に含まれる水蒸気量

そのときの気温での飽和水蒸気量
湿度＝ ×100

大きくなる小さくなる

8.3 （g/m3）
10.7（g/m3）

（2） 気温20℃より飽和水蒸気量が17.3g/m3、

空気1m
3に含まれる水蒸気量が12.8gなの

で、湿度は、

×100＝73.9…（％）

（3） 気温を下げると飽和水蒸気量が小さくなる

ので、その空気に含まれる水蒸気量が変化し

なければ、湿度は大きくなる。

（4） 空気1m3中に水蒸気が12.8g含まれてい

るが、気温20℃の空気1m3中には水蒸気を

17.3g含むことができるので、さらに含むこと

のできる水蒸気は、

17.3（g）－12.8（g）＝4.5（g）

（5） 空気1m3中には水蒸気が12.8g含まれて

いるが、気温11℃の空気1m3中には水蒸気を

10.0gしか含むことができないので、生じる水

滴は、

12.8（g）－10.0（g）＝2.8（g）

空気1m 3中に含まれる水蒸気量

そのときの気温での飽和水蒸気量
湿度＝ ×100

小さくなる大きくなる

12.8（g/m3）
17.3（g/m3）見本
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（1）14.0℃ （2）78％ （3）イ

（1）B （2）70％ （3）イ

A

4

5

6

（1） 乾球温度計の目盛りを読む。

（2） 乾球が14℃、湿球が12℃を示しているの

で、その差は2℃である。これを湿度表を使って

湿度を読みとる。

（3） 気温14℃、湿度78％の空気1m3中に含ま

れる水蒸気量は、

12.1（g/m3）×0.78＝9.438（g/m3）

表より、飽和水蒸気量が9.438g/m3に最も近

い温度は10℃。

3.0

68

67

66

65

63

《湿度表》

15

14

13

12

11

0.0

100

100

100

100

100

1.0

89

89

88

88

87

2.0

78

78

77

76

75

乾球と湿球の
示度の差（℃）

乾
球
の
示
度
（℃）

（1） 乾球と湿球の示す温度は、ふつう、湿球の

方が低い。

（3） 気温28℃、湿度70％の空気1m3中に含ま

れる水蒸気量は、

27.2（g/m3）×0.7＝19.04（g/m3）

表より、飽和水蒸気量が19.04g/m3に最も近

い温度は22℃。

【発展的学習】

湿球は、球部を水でぬらしたガーゼでまい

ている。この水は、湿度が低い（空気が乾燥し

ている）ほどさかんに蒸発する。水が蒸発する

ときにはまわりから熱を奪うため、湿球が示す

温度は乾球が示す温度よりも低く、湿度が低

いほどその差は大きくなる。

湿度は気温が高いと小さくなり、気温が低いと

大きくなるので、気温のグラフとは正反対の形に

なる。Bのグラフは、正午過ぎに最も高くなるなっ

ているので気温の変化を表している。したがって、

そのグラフと正反対の形になっているAのグラフ

が湿度の変化を表している。

（1）イ （2）白いくもりが生じる。

①イ ②ア ③イ ④露点

①水蒸気 ②太陽

◇◆◇ 実戦演習２ ◇◆◇ （P129）

（1）熱を伝えやすい性質。 （2）37％ （3）イ

（1）ウ （2）291g

（1）82％ （2）100％ （3）イ （4）ウ

1

3

ポイント69 （1）引いたとき。 （2）低くなっている。

（1）（2）ピストンをすばやく引くと、丸底フラスコ

内の空気が膨張して気圧が下がる。すると、丸

底フラスコ内の温度が下がり、水蒸気の一部

が水滴となって、白いくもりが生じる。

（2） 注射器のピストンを急に引くと、丸底フラス

コ内の温度が下がり、水蒸気の一部が水滴と

なって白いくもりが生じる。

2

1

（2） 気温20℃より飽和水蒸気量が17.3g/m3、

露点4℃よりこの空気に含まれる水蒸気量が

6.4g/m
3。したがって湿度は、

×100＝36.9…（％）6.4（g/m3）
17.3（g/m3）

2

（1） アとエは、空気中の水蒸気が細かい水滴

に変わることによって起こる。イは、はく息に含

まれる水蒸気が細かい水滴に変わることによっ

て起こる。

（2） 気温22℃の部屋の湿度を、45%から60%

にするのだから、加湿器から空気中へ放出する

水蒸気量は、

19.4（g/m3）×（0.6－0.45）
＝2.91（g/m3）

部屋の容積は100m3なので、加湿器から空気

中へ放出する水の量は、

2.91（g/m3）×100（m3）＝291（g）

3

（2） 容器の内側がくもったのは、容器内の温度

が下がって湿度が高くなり、やがて湿度が100

％になったためである。

（3） 8時の気温は24.5℃で、このときの飽和水

蒸気量は図2より、およそ22.0g/m3である。湿

見本
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（1）①エ ②露点 （2）①ア ②イ （3）エ

（4）ウ

（1）露点

（2）地表付近に比べて、上空は気圧が低いから。

（1）19℃ （2）①イ ②ア

（3）露点に達し、水蒸気が水滴になる （4）イ

度が65％なので、このときの水蒸気量は、

22.0（g/m3）×0.65＝14.3（g/m3）

図2より、飽和水蒸気量が14.3g/m3となると

きの温度は、およそ17℃。

（4） 10時の気温は27.2℃で、このときの飽和

水蒸気量は図2より、およそ26.0g/m3である。

湿度が56％なので、このときの水蒸気量は、

25.0（g/m3）×0.56＝14.56（g/m3）

これは、8時の水蒸気量とほぼ同じである。した

がって、湿度が低くなったのは、水蒸気量が減

ったためではなく、気温が上昇して、飽和水蒸

気量が大きくなったためと考えられる。

4

（2） 気圧の低い山頂の空気が入ったペットボト

ルは、気圧の高いふもとでは押し縮められる。

（3） 乾球の示す温度は気温である。気温は地

上1.5ｍの高さで、直射日光の当たらない風通

しのよい場所で測る。

（4） 図より、乾球の示す温度は23.0℃、湿球の

示す温度は20.5℃なので、湿度表より、このと

きの湿度は79％である。また、グラフより、気温

23.0℃の飽和水蒸気量は20.5g/m3なので、

このときの水蒸気量は、

20.5（g/m3）×0.79＝16.195（g/m3）

よって、ふもとの空気の露点は、グラフより、約

19℃である。霧が発生するのは、気温が下が

って露点に達したときなので、このときの気温

は約19℃である。

5

6

（1） 図1で、乾球の示す温度は24℃である。表

1より、乾球の示す温度が24℃で、湿度が60

％のときの乾球と湿球の示す温度の差は5℃

なので、湿球の示す温度は、

24（℃）－5（℃）＝19（℃）

（4） 表2より、気温24℃の飽和水蒸気量は

21.8g/m3なので、このときの水蒸気量は、

（1）太陽 （2）①90 ②10

◆◇◆ ポイント演習３ ◆◇◆ （P134）

（1）a…温暖前線 b…寒冷前線 （2）a

（3）ア （4）雲A…乱層雲 雲B…積乱雲

（5）B （6）A

（1）低気圧 （2）B…寒冷前線 C…温暖前線

（3）ウ （4）①R ②P

（5）P…イ Q…エ R…ウ

（1）A…エ B…ウ （2）A…エ B…ア

1

2

3

ポイント70 （1）B （2）b （3）d

（4）A…積乱雲 B…乱層雲

（5）A…イ B…ウ

（2） 前線A（寒冷前線）が通過すると、にわか雨

が降り、気温が急に下がる。低気圧は西から東

へ移動するので、しばらくして前線Aが通過す

る地点は bである。

（3） 前線B（温暖前線）が通過すると、それまで

しとしとと降り続いていた雨がやみ、気温が上

がる。

（1） 前線をともなってい

るのは低気圧である。

（5） Aは低気圧なので

反時計回りに風が吹

きこむ。また、Pでは寒

気が、Qでは暖気がそれぞれの前線を押す方

向に風が吹くと考えることもできる。

P

Q

R

A

21.8（g/m3）×0.6＝13.08（g/m3）

よって、この空気の露点は、グラフより、15～16

℃である。雲ができるのは、気温が下がって露

点に達したときなので、このときの気温は15～

16℃である。

7

（2） 陸地への降水が25、陸地からの蒸発が15

なので、河川などからの流水は、

25－15＝10

また、海からの蒸発が100なので、海への降水

は、

100－10＝90
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（3）前線a…積乱雲 前線b…乱層雲

（1）寒冷前線 （2）イ （3）エ

（1）①温暖前線 ②寒冷前線 （2）B

（3）①ア ②ウ ③イ

（1）a、寒冷前線 （2）ウ

（3）積乱雲、短時間に強い雨が降る。 （4）A

①ア、寒冷前線 ②イ、温暖前線

③エ、閉そく前線 ④ウ、停滞前線

4

5

6

7

（1） 前線をともなうのは低気

圧である。低気圧では、まわ

りから時計と反対回りに風

が吹きこむ。

（2） A地点はやがて寒冷前線が通過するので

にわか雨が降り、気温が下がる。B地点はやが

て温暖前線が通過するので、しとしとと降り続

いていた雨がやみ、気温が上がる。

（3） 前線aの西側に積乱雲が、前線bの東側に

乱層雲ができる。

A

B

（1）（2） 13時から14時にかけて気温が急に

下がっているので、寒冷前線が通過したと考え

られる。

（1） ①の時間帯には気温が急に上がっている

ので温暖前線、②の時間帯には気温が急に下

がっているので寒冷前線が通過したと考えら

れる。

（2） グラフより、15時は、温暖前線が通過した

後で、寒冷前線が通過する前なので、B。

（3） 図2の前線付近

では、右図のように風

が吹いている。②は温

暖前線の通過前なの

で、右図のC地点に、

③は寒冷前線の通過後なので、A地点になる。

A

B

C

（1） 12時から15時にかけて気温が急に下が

り、風向きが南寄りから北寄りに変わっている

ので、寒冷前線が通過した。

（4） 18時は、寒冷前線が通過した後である。

◇◆◇ 実戦演習３ ◇◆◇ （P138）

ア

（1）温帯低気圧 （2）ア （3）オ

（1）①東 ②西 ③くもり （2）ア

（1）①寒冷 ②温暖 ③閉塞 （2）イ

（1）偏西風 （2）①イ ②イ ③ア

（3）記号…エ

理由…等圧線の間隔がせまいため。

（4）21日…イ 22日…ウ 23日…ア

（2）

オ

1

2

（3） 13日の10時頃は、気温が上がる時間帯

だが、図1では急激に下がっているので、Yの

寒冷前線が通過したと考えられる。

3

4

（2） 寒気aは寒気bよりも温度が低いので、寒

気aが寒気bの下にもぐりこむようにして進む。

5

（4）21日…地点Pは高気圧でおおわれているた

め晴天が続き、寒気や暖気の影響を

受けることなく、気温が変化する。

22日…地点Pの東側に温暖前線があり、西

側に寒冷前線があるため、暖気にお

おわれて、気温が高い。

23日…地点Pの東側に寒冷前線があるた

め、寒気におおわれて、気温が低い。

6

（3） 13日24時の気温は17.0℃で、このときの

飽和水蒸気量は表2より、14.5g/m3である。

湿度が91％なので、このときの水蒸気量は、

14.5（g/m3）×0.91＝13.195（g/m3）

（4） 14日の3時に気圧が最も低くなっているの

で、その時間に台風が最も近い地点である。ま

た、14日の3時の風向が北北西なので、低気

圧である台風の北側の地点である。

7

積乱雲による激しい雨が降るのは、寒冷前線

が通過したときである。寒冷前線が通過すると、

（1）イ

（3）13.2g

（4）C
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（1）①小さく ②14.7 （2）①ア ②イ ③ア

（3）ウ

◆◇◆ ポイント演習４ ◆◇◆ （P144）

記号…a 名称…陸風

（1）C、小笠原気団 （2）A、シベリア気団

①シベリア ②北西 ③移動性高気圧

④オホーツク海 ⑤小笠原 ⑥停滞 ⑦南東

①ウ ②エ ③イ ④ア

（1）A…イ B…ウ C…エ D…ア

（2）a…小笠原気団 b…シベリア気団

c…オホーツク海気団

2

ポイント71 （1）①ア ②ア ③ア ④イ ⑤ア

（2）①ア ②エ ③カ ④サ ⑤イ

⑥ウ ⑦セ ⑧ウ

3

4

高気圧の位置に着目する。①はシベリア気団

が見られるので冬。②は北方にオホーツク海気

団、南方に小笠原気団があり、日本列島に停滞

前線がかかっているので梅雨。③は小笠原気団

が日本列島の近くまで張り出しているので夏。④

は日本列島に移動性高気圧がかかっているので

春か秋。

5

1

8

（1）② 気温は19℃なので、このときの飽和水

蒸気量は16.3g/m3である。湿度が90％な

ので、このときの水蒸気量は、

16.3（g/m3）×0.9＝14.67（g/m3）

（3） 図4で、Ⅰは寒冷前線付近にある。図1、図

2で、寒冷前線の通過による気温と風向の変

化が見られるのは、図1の18時頃である。

気温が急激に下がり、風向きが南寄りから北寄り

に変わる。

低 （南東の風）

（南西の風）

（北西の風）

イ

①イ ②ア ③イ 気団…小笠原気団

◇◆◇ 実戦演習４ ◇◆◇ （P147）

（1）ア （2）ア （3）ウ

（1）

（1）偏西風 （2）イ

（1）図1…エ 図2…ウ 図3…イ （2）A

（3）①小笠原 ②西 ③東

（1）1012hPa （2）図1…ア 図2…エ

（3）①イ ②ア ③季節風

（4）番号…Ⅳ 書き直し…寒冷で乾いた風

（2）

（1）偏西風 （2）①イ ②イ

（1）①ア ②ア （2）①イ ②イ

7

6

冬に発達するシベリア気団から吹き出す北西

の季節風は、日本海をわたってくる間に水蒸気を

受け取り、この風が日本列島を縦断している山脈

にぶつかって上昇し、日本海側に大量の雪を降ら

せる。山脈をこえた風は乾燥しており、太平洋側

はよい天気となる。

1

（3） 大陸は、海洋よりもあたたまりやすく、冷め

やすい。よって、冬には大陸の方が海洋よりも

温度が低くなり、大陸に下降気流が、海洋に上

昇気流が発生する。

2

（3） 表2より、昼に吹く海風は北寄りであり、夜

に吹く陸風は南寄りになっているので、観測を

行ったのは、北側に海があり、南側に陸がある

地点である。

3

（2） 台風の進路は、日本列島付近では西から

東へと変化する。

4

5

6

7

8

（2）イ、ウ

（3）イ

（4）①ア ②イ ③ア

（1）A…エ B…ア

（3）イ （4）エ
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